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平成30年第3回定例会は、�月3日から10月10日

までの38日間の会期で開かれました。
今定例会では、市長から23議案、議員から10議

案が提出され、҆৺かつ҆શな保ҭڥの֬保を
支援͢る保ҭ所等事ނࢭਪਐ事業費などを含む
平成30年度一般会計補正予算のほか、平成30年度
Αり着͢る（Ծশ）船橋市立塚ా第ೋ小学校・์
課後ルーϜ新ங事のෛ契約の締結を含む27議
案を可決しました。

また、平成2�年度一般会計を含む10݅の決算ೝ
定議案が提出され、10݅をೝ定しました。
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平
成
₃₀
年
度
補
正
予
算

〇
一
般
会
計
補
正
予
算　　
　
　
　

【
第
１
号
】

　

補
正
額　

５
０
０
万
円
の
増
額

〇
一
般
会
計
補
正
予
算　　
　
　
　

【
第
２
号
】

　

補
正
額　

１
億
７
６
２
８
万
７
千
円
の
増
額

〇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算�【
第
３
号
】

　

補
正
額　

５
３
１
１
万
４
千
円
の
増
額

決
算
の
認
定

〇
一
般
会
計�

【
認
定
第
１
号
】

〇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計【
認
定
第
２
号
】

〇
下
水
道
事
業
特
別
会
計�

【
認
定
第
３
号
】

〇
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

【
認
定
第
４
号
】

〇
船
橋
駅
南
口
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

【
認
定
第
５
号
】

〇
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計�

【
認
定
第
６
号
】

〇
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

【
認
定
第
�
号
】

〇
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計【
認
定
第
８
号
】

〇
地
方
卸
売
市
場
事
業
会
計�

【
認
定
第
９
号
】

〇
病
院
事
業
会
計�

【
認
定
第
ø÷
号
】

改
正
す
る
条
例

〇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　　
　
　
　
　
　

【
第
４
号
】

　

行
政
手
続
の
簡
素
化
に
よ
る
負
担
の
軽
減
等

に
資
す
る
た
め
、個
人
番
号
の
利
用
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

〇
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
第
５
号
】

　

最
高
情
報
統
括
責
任
者
補
佐
官
を
任
用
す
る

こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報

酬
の
額
に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

〇
船
橋
市
議
会
議
員
及
び
船
橋
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�【
第
６
号
】

　

公
職
選
挙
法
の一部
改
正
に
伴
い
、選
挙
運
動
用
ビ

ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
し
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

〇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
第
７
号
】

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の一部
改
正
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

〇
児
童
ホ
ー
ム
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
第
８
号
】

　

新
た
に
児
童
ホ
ー
ム
を
設
置
す
る
に
つ
い

て
、
そ
の
名
称
及
び
位
置
を
規
定
す
る
も
の
。

〇
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�【
第
９
号
】

　

建
築
基
準
法
の一部
改
正
に
伴
い
、建
築
の
認
定

及
び
仮
設
興
行
場
等
の
建
築
の
許
可
の
申
請
に
係

る
手
数
料
に
つ
い
て
、所
要
の
定
め
等
を
す
る
も
の
。

〇
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
第
ø÷
号
】

　

船
橋
都
市
計
画
に
お
い
て
新
た
な
地
区
計
画

の
決
定
に
伴
い
、地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
敷
地
、構
造
及
び
用
途
に
関
す
る
制

限
を
行
う
た
め
、所
要
の
定
め
等
を
す
る
も
の
。
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約
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係

〇
（
仮
称
）
船
橋
市
立
塚
田
第
二
小
学
校
・
放

課
後
ル
ー
ム
新
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工
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約
の
締
結
に
つ

い
て　　
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号
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約
金
額　

ùý
億
２
４
４
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円
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橋
市
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塚
田
第
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学
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・
放
課
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ー
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築
電
気
設
備
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つ
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】

　

契
約
金
額　

３
億
２
９
４
０
万
円

〇（
仮
称
）船
橋
市
立
塚
田
第
二
小
学
校
・
放
課

後
ル
ー
ム
新
築
空
調
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て�

【
第
øú
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】

　

契
約
金
額　

２
億
９
４
８
４
万
円

〇
船
橋
市
立
船
橋
特
別
支
援
学
校
金
堀
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舎
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工
事
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負
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第
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】

　

契
約
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額　

３
億
６
１
８
０
万
円

〇（
仮
称
）船
橋
市
立
塚
田
第
二
小
学
校
・
放
課

後
ル
ー
ム
新
築
給
排
水
衛
生
設
備
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て�

【
第
øĀ
号
】

　

契
約
金
額　

２
億
８
９
４
４
万
円

そ
の
他

〇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

�

【
第
øü
号
】

　

市
立
中
学
校
に
お
い
て
教
育
活
動
実
施
中
に
発
生
し
た

事
故
に
つ
い
て
、損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
も
の
。

〇
市
道
の
路
線
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て�

【
第
øý
号
】

　

道
路
法
に
基
づ
き
、
市
道
の
路
線
認
定
及
び

変
更
を
す
る
も
の
。

人
事
に
関
す
る
も
の

〇
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

佐さ

藤と
う
　

秀ひ
で

樹き�

【
第
øþ
号
】

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

島し
ま

﨑ざ
き
　

克か
つ

美み�

【
第
øÿ
号
】

〇
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

　

小こ

杉す
ぎ
　

典み
ち

子こ

（
新
任
）�

【
諮
問
第
１
号
】

　

髙た
か

橋は
し
　

ゆ
う
子こ

（
再
任
）�

【
諮
問
第
２
号
】

　

加か

藤と
う
　

廣ひ
ろ

行ゆ
き

（
再
任
）�

【
諮
問
第
３
号
】

　

齋さ
い

藤と
う
　

吉よ
し

宏ひ
ろ

（
再
任
）�

【
諮
問
第
４
号
】

議
員
提
出
議
案  

◇
船
橋
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則�

【
発
議
案
第
１
号
】

◇
船
橋
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例�

【
発
議
案
第
２
号
】

◇
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

【
発
議
案
第
３
号
】

◇
学
校
給
食
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

【
発
議
案
第
４
号
】

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例�

【
発
議
案
第
５
号
】

《
意
見
書
の
提
出
・
決
議
》 

◇
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
延
長
を
行
わ
ず
、

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書�

【
発
議
案
第
６
号
】

◇
杉
田
水
脈
衆
議
院
議
員
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別
発

言
に
抗
議
し
、
謝
罪
と
撤
回
を
求
め
る
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
発
議
案
第
７
号
】

◇
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意

見
書�

【
発
議
案
第
８
号
】

◇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書�

【
発
議
案
第
�
号
】

◇
教
育
予
算
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書

�

【
発
議
案
第
ø÷
号
】

議
案
の
概
要
今
定
例
会
に
市
長
及
び
議
員
が
提
出
し
た
議
案
の
内
容
で
す
。

平成30年（2018年）11月12日　ɹ;ͳٞ͠ࢢ会ͩΑΓɹᶺ���
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ਓ൪߸ͷར༻ʹؔ͢ΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫݸͮ͘ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ

ٞҊୈ�߸ ඇৗۈͷಛผ৬ͷ৬һͷใुٴͼඅ༻หঈʹؔ͢ΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ�߸ ધٞࢢڮձٞһٴͼધࢢڮͷબڍʹ͓͚Δબڍӡಈ༻ࣗಈंͷ༻ͷެӦʹؔ͢

ΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ʢԾশʣધཱࢢڮ௩ాୈೋখֶߍɾ์՝ޙϧʔϜ৽ஙࣄෛܖͷక݁ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ʢԾশʣધཱࢢڮ௩ాୈೋখֶߍɾ์՝ޙϧʔϜ৽ஙిؾઃඋࣄෛܖͷక݁ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ʢԾশʣધཱࢢڮ௩ాୈೋখֶߍɾ์՝ޙϧʔϜ৽ஙۭௐઃඋࣄෛܖͷక݁ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ધཱࢢڮધڮಛผࢧԉֶۚߍງ૿ࣷߍஙࣄෛܖͷక݁ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ͍ͯͭʹΊΔ͜ͱٻҭҕһձҕһ໋ͷಉҙΛڭ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ಉ ҙ
ٞҊୈ��߸ ͍ͯͭʹΊΔ͜ͱٻධՁ৹ࠪҕһձҕһબͷಉҙΛ࢈ࢿఆݻ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ಉ ҙ
ٞҊୈ��߸ ʢԾশʣધཱࢢڮ௩ాୈೋখֶߍɾ์՝ޙϧʔϜ৽ஙڅഉਫӴੜઃඋࣄෛܖͷక݁ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
߸�ୈࢾ ਓݖ༴ޢҕһͷީิऀਪનʹ͍ͭͯʢখਿయࢯࢠʣ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ҟٞͳ͠
߸�ୈࢾ ਓݖ༴ޢҕһͷީิऀਪનʹ͍ͭͯʢ∁ڮΏ͏ࢯࢠʣ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ҟٞͳ͠
߸�ୈࢾ ਓݖ༴ޢҕһͷީิऀਪનʹ͍ͭͯʢՃ౻ኍࢯߦʣ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ҟٞͳ͠
߸�ୈࢾ ਓݖ༴ޢҕһͷީิऀਪનʹ͍ͭͯʢᜊ౻ࢯ٢ʣ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ҟٞͳ͠
ൃٞҊୈ�߸ ౦ւୈೋൃݪͷӡసؒظԆΛߦΘͣɺഇΛٻΊΔҙݟॻ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ൱ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ਿాਫ຺ऺٞӃٞһͷ-(#5ࠩผൃٞ͠߅ʹݴɺँࡑͱఫճΛٻΊΔܾٞ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ൱ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ બత්ผ੍ͷಋೖΛٻΊΔҙݟॻ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ ൱ ܾ

ࢱ߁݈

ٞҊୈ�߸� ધࢢڮཆޢਓϗʔϜͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ�߸ ધࣇࢢڮಐϗʔϜྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ધࢠࢢڮͲҩྍඅͷॿʹؔ͢Δྫ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ൱ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ધࠃࢢڮຽ݈߁อݥྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ൱ ܾ

ɹઃݐ
ٞҊୈ�߸ ધࢢڮखྉྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ધࢢڮ۠ܭըͷ۠Ҭʹ͓͚Δݐஙͷ੍ݶʹؔ͢ΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ٞҊୈ��߸ ͍ͯͭʹߋͼมٴಓͷ࿏ઢೝఆࢢ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ

จɹڭ ٞҊୈ��߸ ଛഛঈͷֹͷܾఆٴͼղʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ધڅߍֶࢢڮ৯අʹؔ͢ΔྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ൱ ܾ

ୗলུ

ٞҊୈ�߸ ฏ��ધࢢڮҰൠձิܭਖ਼༧ࢉ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ધٞࢢڮձձٞنଇͷҰ෦Λվਖ਼͢Δنଇ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ધٞࢢڮձҕһձྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δྫ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ൃٞҊୈ�߸ ٛڭҭඅݿࠃෛ୲੍ͷ࣋ݎʹؔ͢Δҙݟॻ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ
ൃٞҊୈ��߸ ॻݟͷॆ࣮ʹؔ͢Δҙࢉҭ༧ڭ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մ ܾ

ʢʣ�্ རΛ༗͠ͳ͍͜ͱ͕ํݖΔཝͰ͕͢ɺແॴଐͷٞһٞͰ͋Γɺٞٞһͱܾͯٞ͠ʹՃΘΔ͢ࡌه͍ͯͭʹɾରࢍͷແॴଐͷཝɺແॴଐٞһͷه
ɻʢՄ൱ಉͷ߹͕ܾٞ͠·͢ɻʣ͢·͍ͯ͠ه๏ୈ���ୈ�߲ͰఆΊΒΕ͍ͯΔͨΊɺࣼઢͰද࣏ࣗ

  ͷ ٞ ܾ ݁ Ռ
ୗҕһձ डཧ൪߸ ݅ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ܾٞ݁Ռ

૯ɹ
ୈ��߸ ֩ฌࢭېثͷ൷।ΛٻΊΔҙݟॻఏग़ʹؔ͢Δ ෆ ࠾ 
ୈ��߸ ౦ւୈೋൃݪͷӡసؒظԆΛߦΘͳ͍͜ͱΛٻΊΔҙݟॻʹؔ͢Δॻ Έͳ͢ෆ࠾
ୈ��߸ ຊిݪ౦ւୈೋ࠶ൃݪՔಇʹର͢Δҙݟॻఏग़ʹؔ͢Δ Έͳ͢ෆ࠾

ࢱ߁݈ ୈ��߸ ΊΔॻٻΛ࠾ॻͷݟΊΔҙٻඋΛڥҠ২ͷثଁ ෆ ࠾ 

จɹڭ ୈ��߸ ʮٛڭҭඅݿࠃෛ୲੍ͷ࣋ݎʹؔ͢Δҙݟॻʯ࠾ʹؔ͢Δॻ ࠾ 
ୈ��߸ ʮࠃʹ͓͚Δฏ��ʢ����ʣڭҭ༧ॆ֦ࢉʹؔ͢Δҙݟॻʯ࠾ʹؔ͢Δॻ ࠾ 

ٞҊͷܾٞ݁ՌͷৄࡉɺٞࢢձΤϒαΠτͰ͝ཡ͍͚ͨͩ·͢ɻԼهͷ63-Λ͢ࡧݕΔ͔ɺ�
ӈͷίʔυΛಡΈͱΓɺ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

IUUQ���XXX�DJUZ�GVOBCBTIJ�MH�KQ�BTTFNCMZ������������Q�������IUNM
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日
本
共
産
党

佐
藤
　
重
雄

第
１
号

質
問 

振
り
込
め
詐
欺
対
策
電
話
機
等
購
入

費
の
一
部
補
助
の
た
め
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

街
頭
で
も
「
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
警
察
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
警
察
を
名
乗
っ
た
振
り

込
め
詐
欺
に
対
し
、
被
害
者
が
信
用
し
て
し
ま

う
前
提
条
件
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
が
な
ぜ
そ
の
電
話
の
内
容
を
信

頼
し
た
の
か
を
分
析
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
施
策
は
効
果
が
期
待
で
き
な
い
の
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

１
人
で
も
多
く
の
方
々

に
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。
心

理
分
析
は
当
然
必
要
だ
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
を
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

答
市
長
　

被
害
者
心
理
の
分
析
だ
け
で
対
応

で
き
る
な
ら
、
も
っ
と
早
く
に
撲
滅
で
き
て
い

る
。
留
守
番
電
話
機
能
付
な
ど
、
ま
ず
は
直
接

的
に
対
応
で
き
る
も
の
か
ら
や
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
今
回
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

第
２
号

質
問 

小
・
中
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
や

特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委
託

の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
伺
う
。
年
間
の
早

い
時
期
に
債
務
負
担
行
為
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
る
が
、
必
ず
、
人
材
確
保
の
期
間
が
欲
し
い

と
い
っ
た
話
が
出
て
く
る
。
年
間
の
半
期
も
早

め
て
し
ま
う
よ
う
な
や
り
方
で
な
い
と
人
材
確

保
が
で
き
な
い
の
は
、
民
間
に
委
託
し
た
ら
労

働
力
を
買
い
た
た
け
る
か
ら
安
く
な
り
、
そ
れ

を
受
け
た
民
間
も
ど
の
よ
う
に
そ
の
人
材
を
買

い
た
た
く
仕
組
み
で
人
材
を
集
め
る
か
、
と
い

う
点
で
苦
労
し
て
時
間
が
か
か
る
、
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
学
校
教
育
部
長
　

昨
年
度
も
同
様
な
形
で

行
い
、
業
務
委
託
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が

で
き
業
務
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
形

で
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
共
生
の
会

つ
ま
が
り 

俊
明
・
池
沢 

み
ち
よ
・
朝
倉 

幹
晴

第
１
号

質
問 
詐
欺
被
害
防
止
の
為
の
電
話
機
等
は

ど
こ
で
購
入
出
来
る
の
か
。
取
り
扱
い
店
舗
に

ス
テ
ッ
カ
ー
等
目
印
を
貼
っ
て
は
ど
う
か
。
ま

た
購
入
補
助
の
申
請
書
を
店
頭
に
置
け
な
い
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

電
器
店
・
量
販
店
・
ネ
ッ

ト
等
で
購
入
出
来
る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
等
は
研
究

す
る
。
電
器
店
に
は
注
意
喚
起
・
補
助
制
度
の

チ
ラ
シ
と
申
請
書
配
布
を
お
願
い
し
て
い
る
。

第
øø
号
・
第
øù
号
・
第
øú
号
・
第
øû
号
・
第
øĀ
号

質
問 

建
築
工
事
で
落
札
率
１
０
０
％
に
近

い
も
の
が
続
出
し
、
今
年
度
か
ら
入
札
方
法
を

変
え
た
が
、結
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

建
築
工
事
で
予
定
価
格

の
事
後
公
表
、
混
合
入
札
を
実
施
。
結
果
、
参

加
者
数
の
増
加
、落
札
率
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。

質
問 

落
札
率
低
下
に
よ
り
価
格
が
下
が
る

の
は
良
い
が
、
下
請
け
業
者
の
賃
金
へ
の
し
わ

寄
せ
が
出
て
は
心
配
。
下
請
け
業
者
へ
の
支
払

い
状
況
を
市
が
確
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

受
注
者
に
下
請
契
約
・

代
金
支
払
の
適
正
化
を
文
書
で
通
知
し
て
い
る
。

発
議
案
第
４
号

質
問 

弁
当
持
参
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答
日
本
共
産
党
議
員
　

学
校
給
食
が
ア
レ
ル

ギ
ー
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
必
要
。

発
議
案
第
７
号

質
問 

本
発
議
案
は
杉
田
水
脈
議
員
の
「
新

潮
45
」
で
の
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

ん
な
に
差
別
さ
れ
て
い
る
か
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は

生
産
性
が
な
い
」
等
の
発
言
に
抗
議
す
る
内
容

で
あ
る
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
差
別
の
実
態
は
。

答
日
本
共
産
党
議
員
　

自
殺
や
い
じ
め
な
ど

深
刻
。
一
日
も
早
く
な
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

質
問 

市
民
の
中
に
も
子
ど
も
を
持
た
な
い

世
帯
も
あ
る
。
人
間
の
価
値
を
「
生
産
性
」
で

見
る
見
方
は
誤
り
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
世
帯

を
税
金
の
優
先
か
ら
外
す
考
え
は
正
し
い
の
か
。

答
日
本
共
産
党
議
員
　

正
し
く
な
い
。

民
主
連
合

斉
藤 

誠
・
三
橋 

さ
ぶ
ろ
う

第
１
号

質
問 
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
の
電
話
機

な
ど
を
量
販
店
が
設
置
す
る
こ
と
は
、
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
際
は
、
警
察
と
協
力

し
、
さ
ら
な
る
協
力
依
頼
を
す
る
か
、
市
が
直

接
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
対
応
を
す
る
か
、
あ

Ҋ

る
い
は
、
別
の
対
応
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長
　

警
察
と
連
携
し
、
量
販

店
に
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
øø
号
・
第
øù
号
・
第
øú
号
・
第
øĀ
号

質
問�

仮
称
塚
田
第
二
小
学
校
の
体
育
館
に

お
い
て
異
常
気
象
対
策
は
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
管
理
部
長
　

１
階
の
中
庭
側
は
全
面
引
き

違
い
扉
と
し
、
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
体
育
館
天
井
の
一
部
を
吹
き
抜
け
と
し
、

上
部
に
換
気
窓
と
換
気
扇
を
設
置
。
１
階
か
ら

吹
き
抜
け
部
分
に
風
が
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
。

質
問�

更
衣
室
に
つ
い
て
、
空
調
設
備
は
な

い
と
の
こ
と
。
水
泳
の
授
業
中
に
生
徒
が
熱
中

症
で
倒
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
空
調

設
備
は
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
管
理
部
長
　

プ
ー
ル
の
北
西
部
か
ら
校
舎

へ
の
出
入
り
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
保
健
室

へ
移
動
し
、
救
護
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

質
問�

正
門
の
位
置
に
つ
い
て
、森
の
シ
テ
ィ

か
ら
通
学
す
る
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
対
策
を

考
慮
す
る
と
、
受
水
槽
ポ
ン
プ
室
南
あ
た
り
に

南
門
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
管
理
部
長
　

隣
接
す
る
東
側
、
南
側
の
道

路
を
拡
幅
し
、
学
校
側
に
３
メ
ー
ト
ル
程
度
の

歩
道
を
確
保
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
南

門
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問�

待
機
児
童
発
生
の
場
合
の
対
策
は
。

答
子
育
て
支
援
部
長
　

周
辺
の
入
所
状
況
等

議

案

質

疑
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
し
た
も
の
で
す
。
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を
加
味
し
て
定
員
を
設
定
し
た
が
、
万
一
待
機

児
童
発
生
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
早
期
に
学

校
な
ど
と
検
討
を
開
始
す
る
。

研
政
会

長
谷
川
　
大

第
２
号
・
第
øø
号
・
第
øù
号
・
第
øú
号
・
第
øĀ

号
・
認
定
第
１
号

質
問 

放
課
後
ル
ー
ム
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま

で
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
公
設
公
営
で
や
っ
て
い

く
つ
も
り
な
の
か
。
今
回
、
中
野
木
小
学
校
に

新
た
に
放
課
後
ル
ー
ム
を
増
設
す
る
補
正
予
算

が
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、
随
分
学
校
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
施
設
が
足
り
な
い
。
だ
か
ら
つ
く
る
」
と
い

う
姿
勢
を
続
け
て
お
り
、
そ
れ
が
決
算
の
数
字

に
も
表
れ
て
き
て
い
る
。
施
設
も
決
算
額
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
で
良
い
の

か
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
明
確
で
は
な
い
。
臨

時・非
常
勤
職
員
の
会
計
年
度
職
員
へ
の
移
行
、

行
財
政
改
革
な
ど
、
様
々
な
話
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
と
き
に
、
放
課
後
ル
ー
ム
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
課
題
を
含
め
総
論
的

に
伺
う
。

答
山
﨑
副
市
長
　

今
ま
で
公
設
公
営
で
続
け

て
き
て
お
り
、
当
時
は
、
一
部
例
外
は
あ
っ
た

が
校
舎
内
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
大
原
則
に

運
営
し
て
き
た
。
今
、
民
設
民
営
と
い
う
こ
と

も
で
き
、
経
費
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
か
疑
問
で
は

あ
る
が
指
定
管
理
者
制
度
も
あ
る
。
保
育
の
方

の
待
機
児
童
対
策
で
、
該
当
す
る
子
ど
も
が
そ

の
ま
ま
放
課
後
ル
ー
ム
に
流
れ
て
い
く
と
い
う

の
が
一
般
的
な
傾
向
で
あ
る
。
放
課
後
ル
ー
ム

の
管
理
者
を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
の
中
で
会
計

年
度
任
用
職
員
と
い
う
の
は
、
補
助
的
業
務
し

か
で
き
な
い
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
で
て
き
て

お
り
、
今
、
行
財
政
改
革
の
中
で
議
論
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
の
ま
ま
の

量
の
拡
大
が
続
い
て
い
く
と
、
ど
こ
ま
で
公
設

で
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
推
論
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
議
会
で
も
答
弁
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
基
本
的
に
は
選
択
肢
す
べ

て
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

自
由
市
政
会

大
矢
　
敏
子

第
１
号

質
問 
電
話
de
詐
欺
被
害
非
常
事
態
宣
言
か

ら
２
ケ
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、
対
策
を
も
っ

と
早
く
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

６
月
ùĀ
日
に
電
話
īĬ
詐

欺
被
害
非
常
事
態
宣
言
を
し
、
市
内
の
関
係
団

体
と
情
報
共
有
を
し
た
。
市
と
し
て
検
討
を
進

め
る
中
で
、
ま
ず
啓
発
活
動
に
力
を
注
い
だ
。

今
議
会
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
補
助
制
度

の
準
備
を
進
め
て
い
た
。

質
問�

予
算
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

財
政
当
局
と
相
談
し
、

再
度
補
正
予
算
の
提
出
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

質
問�

学
校
等
で
は
、
緊
急
連
絡
等
に
メ
ー

ル
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
に
は
メ
ー

ル
配
信
も
有
効
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

若
い
世
代
の
方
に
も
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
親
や
祖
父
母
の
方
々
に

注
意
を
促
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思

う
。
関
係
部
局
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

質
問�

迷
惑
電
話
防
止
機
器
の
貸
し
出
し
に

つ
い
て
、
貸
し
出
し
期
間
を
１
年
か
ら
半
年
に

変
更
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

切
り
替
え
を
し
て
い
く
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

今
回
の
購
入
費
の
補
助

制
度
の
施
行
に
伴
い
、
新
た
な
貸
し
出
し
希
望

の
方
か
ら
、
貸
し
出
し
期
間
を
半
年
間
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問�

商
店
会
や
企
業
へ
の
投
げ
か
け
、
協

力
の
要
請
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

商
店
会
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、
お
客
様
に
渡
し
て
い
た

だ
く
こ
と
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
お
願
い

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
企
業
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
議
所
に
も
相
談
し
て
い
る
が
、
加
盟
団

体
に
今
回
の
補
助
制
度
の
チ
ラ
シ
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
で
調
整
を
し
て
い
る
。

公
明
党

松
嵜
　
裕
次

第
２
号

質
問 

Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
の
任
用
に
当
た
り
、

本
市
の
情
報
シ
ス
テ
ム
上
の
課
題
を
分
析
し
た

上
で
、
適
性
を
見
て
選
任
し
た
の
か
。

答
総
務
部
長
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
ク
ラ
ウ
ド

化
な
ど
の
庁
内
横
断
的
な
課
題
等
に
対
し
、
職

員
で
は
検
討
が
難
し
い
専
門
的
な
部
分
に
つ
い

て
技
術
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
た
。

第
øø
号

質
問�

（
仮
称
）
塚
田
第
二
小
学
校
新
築
工
事

の
総
合
評
価
方
式
は
簡
易
型
の
部
類
に
属
す

る
。
簡
易
型
は
主
に
技
術
的
な
工
夫
の
余
地
が

小
さ
い
工
事
が
対
象
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

安
全
対
策
や
交
通
・
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
重

視
す
る
際
に
は
標
準
型
な
ど
の
方
式
が
採
用
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
都
市
計
画
部
長
　

本
工
事
は
周
辺
環
境
を

考
慮
し
た
施
行
計
画
を
求
め
、
騒
音
振
動
対
策

と
現
道
交
通
に
配
慮
し
た
工
事
車
両
の
誘
導
を

テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
安
全
対
策
や
交
通
等
に

対
す
る
技
術
力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

質
問�

（
仮
称
）
塚
田
第
二
小
学
校
の
正
門
は

東
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害
時
の
避
難

を
考
え
西
側
に
も
門
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

答
管
理
部
長
　

学
校
敷
地
北
西
部
に
計
画
さ

れ
て
い
る
、
公
園
に
面
し
た
場
所
へ
の
通
用
門

の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
。

認
定
１
号

質
問�

平
成
29
年
度
に
団
体
に
関
す
る
基
礎

調
査
・
分
析
業
務
を
委
託
し
実
施
し
た
が
、
ど

の
様
に
評
価
し
、
ど
う
活
用
す
る
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

町
会
・
自
治
会
の
役
員

の
確
保
を
は
じ
め
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

こ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と

が
具
体
的
な
数
字
で
示
さ
れ
た
。
地
域
の
課
題

と
し
て
は
「
防
災
、
減
災
、
災
害
対
策
に
関
す

る
こ
と
」
が
最
も
回
答
が
多
く
、
町
会
等
へ
の

加
入
・
非
加
入
を
問
わ
ず
同
様
の
傾
向
。
今
後

は
非
加
入
世
帯
へ
の
対
応
を
含
め
、
検
討
す
る
。
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各
委
員
会
の
報
告
委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
・
発
議
案
・
陳
情
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
内
容
を
専
門
的
に

話
し
合
い
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。

予
算
決
算
委
員
会

議
案第

2
号
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
伴
う
予

算
、
質
の
低
下
を
招
く
小
中
学
校
給
食
調
理
業

務
委
託
料
等
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
反
対
」
と

の
反
対
討
論
、「
新
船
橋
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
お
け
る
繰
越
明
許
費
等
、
各
事
業
を
円
滑
に

行
い
、十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
、

賛
成
」「
事
故
防
止
へ
の
機
材
購
入
を
行
う
保

育
所
等
事
故
防
止
推
進
事
業
等
に
賛
成
す
る
が
、

事
故
防
止
へ
の
注
意
喚
起
や
指
導
を
要
望
す
る
」

と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

認
定第

�
号
は
、
不
認
定
の
立
場
で
「
国
庫
支
出

金
の
不
納
欠
損
金
の
計
上
と
い
う
事
務
の
懈
怠
、

市
税
条
例
の
改
正
漏
れ
、
多
額
の
不
用
額
が
発

生
す
る
予
算
編
成
、
市
施
行
の
よ
う
な
関
与
を

し
て
い
る
海
老
川
上
流
地
区
の
区
画
整
理
事
業
、

指
定
管
理
者
へ
の
移
行
と
民
間
委
託
に
突
き
進

み
、
行
政
が
労
働
力
を
買
い
た
た
く
道
を
進
み

始
め
た
こ
と
、
年
度
の
結
末
の
姿
が
決
算
書
か

ら
見
え
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
議
会
が
こ
の
決

算
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
の
否
定
と

議
会
の
自
殺
行
為
に
な
る
た
め
、不
認
定
」「
実

行
委
員
会
方
式
に
よ
る
事
業
は
、
運
営
手
法
、

組
織
な
ど
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
意
図
的
に
議
会
や
監
査
の
目
を
届
か
な

く
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
事

業
が
散
見
さ
れ
た
。
安
易
に
実
務
経
験
乏
し
き

発
想
で
考
え
ず
、
市
の
実
事
業
よ
り
も
慎
重
に

行
う
こ
と
を
望
む
。
ま
た
、
税
率
の
改
正
漏
れ

に
伴
う
市
税
条
例
改
正
案
は
、
市
民
に
対
し
て

極
め
て
不
誠
実
な
も
の
で
あ
り
、
不
利
益
不
遡

及
を
盛
り
込
ん
だ
修
正
案
を
提
出
し
た
が
、
本

会
議
で
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
決
算
に
は
、
不
利

益
不
遡
及
が
否
定
さ
れ
、
改
正
条
例
が
実
施
さ

れ
た
歳
入
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
は

認
定
で
き
な
い
」、
認
定
の
立
場
で
「
歳
出
で

は
、
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
向
け
、
優
先

的
な
予
算
も
措
置
さ
れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
施

策
が
着
実
に
推
進
さ
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
。
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
市

税
条
例
の
改
正
漏
れ
が
あ
り
、
監
査
委
員
の
決

算
審
査
意
見
書
で
は
、
一
部
の
事
務
に
お
い
て

債
権
の
適
切
な
管
理
や
事
務
処
理
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
と
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
、
検
証
と
改

善
を
求
め
る
」「
就
学
援
助
費
の
増
額
等
は
評

価
す
る
が
、
３
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
等
は
評
価
で
き
な
い
。
指
摘
や
要
望
を
受

け
止
め
、
新
年
度
予
算
や
政
策
へ
の
反
映
を
求

め
、
認
定
」「
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
環
境
学
習
館

等
の
施
設
整
備
、
待
機
児
童
対
策
等
は
評
価
す

る
。
今
後
も
財
政
現
状
を
分
析
す
る
こ
と
を
求

め
、
認
定
」「
学
習
支
援
等
の
対
象
を
小
学
生

へ
拡
大
す
る
こ
と
、
児
童
虐
待
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
、
母
子
健
康
手

帳
交
付
時
に
妊
婦
全
員
に
面
接
を
行
う
事
業
の

ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
保
健
師
・
助
産
師
の
確
保

に
努
め
る
こ
と
、
過
去
に
船
橋
市
に
残
ら
な

か
っ
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
卒
業
企
業

も
あ
る
の
で
、
事
業
展
開
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
、
都
市
整
備
に
柔
軟
な
発
想
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
、
健
康
診
断
を
欠
席
し
た
児

童
生
徒
に
受
診
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
等
を

要
望
し
、
認
定
」
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
た
。

総
務
委
員
会

議
案第

�
号
は
、「
こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
、有
権

者
が
候
補
者
の
政
策
を
知
る
機
会
が
拡
充
さ
れ

る
が
、
十
分
な
改
正
と
は
言
い
難
く
、
現
行
の

公
職
選
挙
法
は
制
限
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
法
改

正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
附
し
て
賛
成
す
る
」

「
ビ
ラ
作
成
の
公
費
負
担
は
、
誰
で
も
立
候
補

で
き
る
条
件
を
整
え
て
い
く
点
で
賛
成
だ
が
、

印
刷
業
界
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
ど
ん
ど

ん
出
て
き
て
、
事
前
に
契
約
す
る
方
法
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
の
改
善
を
求

め
て
、賛
成
す
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
øø
号
は
、「
技
術
的
な
評
価
も
そ
う
だ
が
、

公
共
事
業
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ

で
働
く
人
た
ち
に
き
ち
ん
と
し
た
労
務
単
価
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
の
で
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
、
賛

成
す
る
」「
今
後
の
新
築
、
増
築
、
改
築
の
際

の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
今
後
の
入
札
制
度
の
改
善

を
求
め
、
賛
成
す
る
」「
今
後
も
事
例
を
積
み

重
ね
つ
つ
、
よ
り
良
い
入
札
の
実
施
を
心
掛
け

て
ほ
し
い
。
本
体
だ
け
で
も
ùý
億
円
の
大
規
模

な
工
事
で
、開
校
時
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
中
、

工
期
等
の
管
理
が
大
変
難
し
い
と
思
う
が
、
安

全
第
一
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
を
お
願
い
す

る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
øù
号
は
、「
応
札
業
者
が
�
者
で
、
落
札
率

は
Āþ・
Āø
％
と
、
競
争
性
の
確
保
と
い
う
点
か

ら
は
少
し
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
。
市
内
業
者

の
意
見
で
は
、
賃
金
が
安
い
こ
と
が
人
手
不
足

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
技
術
者
の
平
均
年
齢
が

üü
歳
を
超
え
、
若
手
が
減
っ
て
い
る
な
ど
、
総

合
評
価
の
質
を
確
保
す
る
工
事
現
場
に
し
た
い

の
に
人
手
不
足
の
た
め
に
参
加
で
き
な
い
と
い

う
問
題
も
多
々
生
じ
て
い
る
。
総
合
評
価
制
度

が
実
施
さ
れ
た
の
で
、
競
争
性
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
賛
成
討
論
が

あ
っ
た
。

第
øú
号
は
、「
応
札
者
は
�
者
の
み
、
落
札
率

は
ĀĀ・
ûü
％
と
競
争
性
の
確
保
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
こ
の
総
合
評
価
型
一
般

競
争
入
札
の
競
争
性
の
確
保
、
業
界
の
問
題
に

つ
い
て
も
改
善
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
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や
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職

員
を
置
か
な
い
こ
と
を
可
能
と
し
、
機
能
低
下

さ
せ
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
本
体
施

設
を
持
つ
サ
テ
ラ
イ
ト
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

言
う
が
、
車
で
ù÷
分
の
距
離
ま
で
は
認
め
る
と

な
る
と
、
高
齢
者
の
生
活
す
る
施
設
な
の
に
、

災
害
な
ど
非
常
時
の
対
応
が
困
難
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
給
食
施
設
を
置
か
な

く
て
も
良
い
こ
と
か
ら
、
給
食
の
質
の
低
下
を

は
じ
め
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
質
の
低
下
を
招

く
の
で
、
反
対
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
第
8
号
は
全
会
一
致
で
、
第

�
号
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

建
設
委
員
会

議
案第

�
号
は
、「
仮
設
興
行
場
の
設
置
期
間
の
上
限

が
明
確
に
示
さ
れ
ず
、恣
意
的
な
運
用
の
お
そ
れ

が
あ
る
。建
築
基
準
法
第
ûú
条
の
改
正
に
よ
り
建

築
審
査
会
の
同
意
手
続
が
減
る
の
は
、規
制
緩
和

で
あ
り
、反
対
す
る
」と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。

第
ø÷
号
は
、「
工
業
地
域
の
ま
ま
、ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、住
居
地
域
へ
の
用

途
変
更
を
行
い
、住
民
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
丁

寧
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」と
の
反
対
討
論
、

「
条
例
外
の
緑
化
率
な
ど
も
、確
実
な
履
行
を
求

め
る
。ま
た
、新
船
橋
駅
東
地
区
の
経
験
を
も
と

に
、点
検
・
指
導
を
怠
り
な
く
行
う
よ
う
求
め

る
」「
必
要
に
応
じ
て
説
明
会
を
行
い
、交
通
量

増
加
に
伴
う
対
応
な
ど
、小
学
校
の
通
学
路
の

問
題
も
含
め
、対
応
す
る
よ
う
求
め
る
。ま
た
、

る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
øû
号
は
、「
近
年
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
入

学
希
望
者
が
ふ
え
て
お
り
、
増
築
工
事
は
、
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
作

業
や
動
線
が
う
ま
く
機
能
す
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ

配
慮
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
入
札
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
日
程
の
厳
し
さ
が
応
札
業
者
に
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
の
で
、
�

回
目
以
降
の
入
札
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
努
力

で
き
る
だ
け
の
日
程
や
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
」「
�
回
目
の
入
札
で
全
企
業
が

予
定
価
格
を
超
過
し
た
こ
と
は
、
事
前
に
予
定

価
格
が
漏
れ
な
か
っ
た
証
拠
で
も
あ
り
、
大
変

評
価
す
る
。
官
製
談
合
が
ま
た
発
生
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、特
段
の
注
意
を
払
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
øþ
号
は
、「
非
常
に
識
見
高
く
、
す
ば
ら
し

い
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
委
員
会
の
関
係
す

る
事
業
に
出
席
を
賜
っ
て
い
る
。
教
育
に
関
し

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
と
い
う

こ
と
を
信
条
と
し
て
、
社
会
の
基
本
を
成
す
も

の
は
、
教
育
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
承
っ
て

お
り
、
再
任
は
絶
対
に
あ
り
え
る
べ
き
」
と
の

賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
�
号
は
、「
日
本
共
産
党
と
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
し
、
そ
の
利
用

拡
大
に
つ
い
て
も
同
様
に
反
対
し
て
い
る
。
今

回
の
条
例
改
正
は
、
改
正
を
し
な
く
て
も
手
続

き
上
の
問
題
は
な
い
と
説
明
が
あ
り
、
混
合
世

帯
の
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
事
態
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
き
ち
ん
と
行

政
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
ほ
う
が
、

重
要
だ
と
思
う
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。

第
�
号
は
、「
条
例
改
正
を
や
っ
て
、
こ
の
方

を
任
用
す
る
際
に
、
市
民
あ
る
い
は
市
民
生
活

に
と
っ
て
、
本
当
に
必
要
な
方
な
の
か
と
い
う
観

点
が
重
要
で
あ
る
。
船
橋
市
の
職
員
の
育
成
に

関
与
し
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
副
市
長
が

困
っ
た
か
ら
相
談
相
手
を
雇
う
と
い
う
狭
さ
を

感
じ
る
。
船
橋
市
と
し
て
専
門
家
を
雇
い
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
別
な
形
、
や
り
方
で
提
案

し
て
ほ
し
い
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
第
�
号
、
第
øø
号
、
第
øù
号
、

第
øú
号
、
第
øû
号
は
全
会
一
致
で
可
決
、
第
øþ

号
は
全
会
一
致
で
同
意
、
第
�
号
、
第
�
号
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

健
康
福
祉
委
員
会

議
案第

8
号
は
、「
坪
井
地
区
に
新
設
さ
れ
た
児
童

ホ
ー
ム
の
名
称
と
位
置
を
定
め
る
条
例
な
の
で
、

賛
成
。
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
構

想
が
政
府
か
ら
出
て
い
る
な
か
で
、
船
橋
市
は

保
育
園
の
需
要
が
急
増
し
て
い
る
な
ど
、
子
育

て
中
の
方
々
の
困
難
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
を
め
ぐ
る
動
き
が
様
変
わ
り
す
る
な
か

で
、
子
育
て
中
の
方
々
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

の
か
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
、
体
制
を
作
る
こ

と
を
要
望
す
る
」
と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

第
�
号
は
、「
本
条
例
改
正
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

型
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
常
勤
で
あ
っ
た
看
護
職

や
主
任
生
活
相
談
員
の
配
置
基
準
の
規
制
緩
和

民
生
委
員
や
防
犯
指
導
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、自
治
振
興
課
な
ど
と
、町
開
き
が
う
ま
い
方

向
で
進
む
よ
う
協
議
し
て
ほ
し
い
」と
の
賛
成

討
論
が
あ
っ
た
。

第
øý
号
は
、「
歩
行
者
が
歩
き
や
す
い
こ
と
を

尊
重
し
な
が
ら
、認
定
を
進
め
る
こ
と
を
要
望
す

る
」と
の
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、第
øý
号
は
全
会一致
で
、第
�
号
、

第
ø÷
号
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

文
教
委
員
会

議
案第

øü
号
は
、「
学
校
は
安
全
な
場
所
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
教
育
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
安
全

に
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
損

害
賠
償
の
原
因
と
な
っ
た
競
技
に
つ
い
て
も
、

市
内
の
学
校
で
再
び
同
様
の
事
故
が
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
対
策
や
改
善
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
」「
今
後
は
、
こ
う
し
た

事
故
が
な
る
べ
く
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
万
全

の
対
策
で
臨
む
こ
と
を
要
望
す
る
」「
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
す
る
場
面
が
あ
る
と
、
子
供
た
ち

も
競
争
心
と
か
育
て
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。
安

全
に
配
慮
し
た
上
で
、
体
育
祭
そ
の
も
の
を
、

も
う
一
度
き
ち
ん
と
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
す
る
」「
再
び
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

十
分
な
指
導
方
法
を
今
後
も
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
指
導
に
当
た
っ
て
の
準
備
も
丁
寧
に
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
」
と
の
賛
成
討

論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
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議会ӡӦҕһ会
ୈ�ճఆྫձʹఏग़͞ΕΔٞҊͷ࣭ٙͷ֬ೝΛ͍ߦɺձظ৹ٞఔʹ͍ͭͯٞڠΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

·ͨɺ૯߹ܭըʹ͍ͭͯɺશһٞڠձͷ։ձʹ͍ͭͯɺધٞࢢڮձҕһձྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯٞ͠ڠ·ͨ͠ɻ
ÿ݄ùçձ議
ɾ૯߹ܭըʹ͍ͭͯʢ૯߹ܭը৹ٞձͷؔ༩ʢٞһࢀՃʣʹ͍ͭͯʗجຊߏΛܾ߲ٞࣄͱ͢Δ͔ɺใ߲ࣄࠂͱ
͢Δ͔ʹ͍ͭͯʗجຊܭըΛҾ͖ଓ͖ܾ߲ٞࣄͱ͢Δ͔ɺใ߲ࣄࠂͱ͢Δ͔ʹ͍ͭͯʣ
ɾઌྫਃ͠߹Θͤ���ͷऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ� ɾئʹ͍ͭͯ
ɾର໘ํࣜͰͷ࣭੮ʹ͍ͭͯ� ɾٞҊॻͷݸਓใͷࡌهʹ͍ͭͯ
ɾધٞࢢڮձҕһձྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ� ɾશһٞڠձͷ։ձʹ͍ͭͯ
ɾࢹʹ͍ͭͯ
ÿ݄ù÷çձ議
ɾઌྫਃ͠߹Θͤ���ͷऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ� ɾ૯߹ܭըʹ͍ͭͯ
ɾئʹ͍ͭͯ� ɾશһٞڠձʹ͍ͭͯ
ɾຊձٞʹ͓͚Δࢿྉͷʹ͍ͭͯ� ɾࢹʹ͍ͭͯ
ÿ݄ùĀçձ議
ɹɾୈ�ճఆྫձͷ৹ٞఔʹ͍ͭͯ

ด会தͷҕһ会ใࠂ
議会の閉会中において、所管にるݒ案事߲などについてௐࠪڀݚをしま͢。前定例会閉会後か

ら今定例会開会前までに開࠵された各委員会の活動を報告しま͢。

૯ҕһ会
ຊجҢɺܦͷ࡞ඪࢦʢ(")ʣʹ͍ͭͯɺ۠ຽ૯ߥ۠Ͱɺߥ

ɻͨ͠·͍ߦͷؔΘΓʹ͍ͭͯઆ໌Λड͚ɺ࣭ٙΛͱߏ
ͦͷޙɺߥ࣏۠ࣗ૯߹ڀݚॴͷֶݟΛ͠ͳ͕Βઆ໌Λड͚·ͨ͠ɻ

þ݄ùûçࢹ
ɹɾߥ۠ʢߥ۠ຽ૯ʢ(")ʣʹ͍ͭͯʣ

市ຽࡁܦڥҕһ会
�݄��ɺ׆ಈঢ়گௐࠪͷͨΊધڮձٞॴΛ͠ࢹɺ͋ΘͤͯҬৼڵҕһձୈ�খҕһձͱͷ
ҙަݟΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺಉɺધܯڮॺग़੮ͷͱɺʮిEFٗʯ
ͷඃঢ়گௐࠪΛ͍ߦɺҕһձͱܾͯٞ͠Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ
þ݄øĀçࢹ　
ɹɾࢢ内ࢹʢધڮձٞॴͷ׆ಈঢ়گௐࠪʣ
þ݄øĀçձ議
ɹɾʮిEFٗʯʹؔ͢Δߟࢀਓͷग़੮ཁٻʹ͍ͭͯ
ɹɾՈఉܥՄ೩͝Έऩूճͷݟ͠ʹ͏༗Ձͷऩूมߋʹ͍ͭ ʢͯใࠂʣ
ɹɾધࢢڮళձ࿈߹ձ͔Βͷཁ߲ࣄʹؔ͢Δঢ়گௐࠪʹ͍ͭͯ
ɹɾʮిEFٗʯʹ͍ͭͯ
ɹɾʮిEFٗʯඃʹ͍ͭͯͷܾٞʹ͍ͭͯ

長

ҕһ会ࢱ߁݈
ધࢢڮͱີͳ͕ؔ͋Δધࣾࢢڮձٞڠࢱձʹؔ͢ΔӡӦঢ়گ׆ಈ

ঢ়گΛௐࠪ͢ΔͨΊɺࣾձٞڠࢱձɺதԝਓࢱηϯλʔٴͼٶຊࣇಐ
ϗʔϜͷࢹΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺ֤ࢪઃͰઆ໌Λฉ͖ɺ࣭ٙԠ͍ߦ·
ͨ͠ɻ

þ݄øøçࢹ
ɹɾࢢ内ࢹ
ɹɹʢધࣾࢢڮձٞڠࢱձʹ͓͚ΔӡӦঢ়گ׆ಈঢ়گʹ͍ͭͯʣ

会議所でのࢹの様ࢠ

中ԝ人ࢱηϯλーでのࢹの様ࢠ

ࢠの様ࢹ۠でのߥ

平成30年（2018年）11月12日　ɹ;ͳٞ͠ࢢ会ͩΑΓɹᶺ���
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ใҕһ会
ɾܾఆ͠·ͨ͠ɻٞڠ͍ͯͭʹࡌܝɺٞҊॻͷΤϒαΠτهͼձදऀձٞͷٴࢴձͩΑΓ���߸ͷදٞࢢ

·ͨɺՆٳΈখֶੜٞձֶݟձɺதֶੜߍߴੜٞձֶݟձɾҙަݟձٴͼߦࢹʹ͍ͭͯͷٞڠΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ý݄ùþçձ議
ɹɾฏ��ୈ�ճఆྫձٞࢢձͩΑΓ���߸ʹ͍ͭͯ� �ɾٞࢢձΨΠυϒοΫʹ͍ͭͯ
ɹɾٞࢢձͩΑΓͷશށʹ͍ͭͯ
ɹɾՆٳΈখֶੜٞձֶݟձɺதֶੜߍߴੜٞձֶݟձɾҙަݟձʹ͍ͭͯ
ɹɾձදऀձٞͷهͷΤϒαΠτࡌܝʹ͍ͭͯ� ɾٞҊॻͷΤϒαΠτࡌܝʹ͍ͭͯ
ɹɾߦࢹʹ͍ͭͯ
ÿ݄ø÷çձ議
ɹɾٞࢢձΨΠυϒοΫʹ͍ͭͯ� ɾٞࢢձͩΑΓͷશށʹ͍ͭͯ
ɹɾՆٳΈখֶੜٞձֶݟձɺதֶੜߍߴੜٞձֶݟձɾҙަݟձʹ͍ͭͯ
ɹɾٞҊॻͷΤϒαΠτࡌܝʹ͍ͭͯ� ɾࢹʹ͍ͭͯ

ઃҕһ会ݐ
ͷઆ໌Λگɺ୲՝͔Βඋঢ়͠ࢹઃΛࢪอશ؛Լਫॲཧւߴ
ड͚ɺ࣭ ٙΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺฏ��ࢢࣥํߦʹ͓͍ͯٴݴͷ͋ͬ
ͨॏ࣮ۀࣄࢪʹ͍ͭͯ୲՝͔Βઆ໌Λड͚ɺ࣭ٙΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

þ݄ù÷çࢹ
ɹɾࢢ内ࢹʢߴԼਫॲཧɺւ؛อશࢪઃʢւਫ΄͔ʣʣ
ÿ݄ùþçձ議
ɹɾฏ��ࢢࣥํߦʹ͓͍ͯٴݴͷ͋ͬͨॏ࣮ۀࣄࢪʹ͍ͭͯ

高Լਫॲ理場でのࢹの様ࢠ

༧ࢉܾࢉҕһ会

�݄��ʹཧࣄձΛ։͖ɺৗҕһձԽͷৼΓฦΓͱͯ͠ɺདྷ༧ࢉฤঢ়گʹؔ͢Δॴࣄௐࠪʹ͍ͭͯٴ
ͼ૯ׅ࣭ٙͷ࣭ํࣜͷ͋Γํʹ͍ͭͯٞ͠ڠ·ͨ͠ɻ

þ݄ùúçཧࣄձձ議
ɾ༧ࢉܾࢉҕһձͷৗҕһձԽΛৼΓฦͬͯʢॴࣄௐࠪʹ͍ͭͯʣ
ɾ૯ׅ࣭ٙͷ࣭ํࣜͷ͋Γํʹ͍ͭͯ

ಛผҕһ会ͷ׆ಈ
ւ্ྲྀ۠ͷ·ͪͮ͘Γௐࠪڀݚಛผҕһձ
ҕһձͷޙࠓͷ׆ಈܭըٴͼใࠂॻͷ࡞ʹ͍ͭͯٞڠΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺւ্ྲྀ۠ͷ·ͪͮ͘Γʹ͍ͭͯɺ

୲՝͔Βɺ४උҕһձͷ׆ಈঢ়گʹ͍ͭͯͷใࠂΛड͚ɺ࣭ٙΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

þ݄øÿçձ議
ɹɾւ্ྲྀ۠ͷ·ͪͮ͘Γʹ͍ͭͯʢใࠂʣʢ४උҕһձͷ׆ಈঢ়گʹ͍ͭͯʣ
ɾޙࠓͷ׆ಈܭըʹ͍ͭͯʢ֤ձ͔ΒͷఏҊ߲ࣄʹ͍ͭͯʗใࠂॻͷཧٴͼٞڠͷਐΊํʹ͍ͭͯʣ

ÿ݄ùùçձ議
ɹɾւ্ྲྀ۠ͷ·ͪͮ͘Γʹ͍ͭͯʢใࠂʣʢ४උҕһձͷ׆ಈঢ়گʹ͍ͭͯʣ
ɹɾޙࠓͷ׆ಈܭըʹ͍ͭͯʢ֤ձ͔ΒͷఏҊ߲ࣄʹ͍ͭͯʣ
ɹɾใࠂॻͷ࡞ʹ͍ͭͯʢใࠂॻͷߏʹ͍ͭͯʗใࠂॻͷཧʹ͍ͭͯʣ

;ͳٞ͠ࢢ会ͩΑΓɹᶺ���　　平成30年（2018年）11月12日
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ʲن ֨ ʳ
�ԣࡱΓͷΈɻΧϥʔϓϦϯτʢ�-ʣɺ
·ͨσδλϧࣸਅσʔλʢ+1&(ܗ
ࣜͰ�.#Ҏ্ʣ
ʲԠื֨ࢿʳ
ͷํֶࡏɾۈࡏɾॅࡏʹࢢ
ˎ�ৄ ͍͠Ԡื্ͷҙɺԠืํ๏ͳͲ
ɺધٞࢢڮձͷΤϒαΠτΛ͝
র͍ͩ͘͞ɻࢀ

ʲ࡞ͷԠืɾ͓͍߹Θͤઌʳ
ٞձࣄہॸ՝�ௐࠪ
ి൪߸ɿ���Ȃ���Ȃ����
&ϝʔϧɿHJLBJ�DIPTB!DJUZ�GVOBCBTIJ�MH�KQ

ʻٞձֶݟձΛ։͠࠵·ͨ͠ɺ͓Βͤʼ

議会の役割や仕組みを理解していただくことを目的に、８月16日㈭・17日㈮に小学生議会見学会、中学生
高校生議会見学会・意見交換会を開催し、2日間で小学生82名、中学生67名、高校生19名に参加していた
だきました。

参加した皆さんからは、「普段入れない場所に入れて楽しかった」「見学して市議会についてもっと知りたく
なった」「議員と直接話ができて勉強になった」など、ご好評の声をいただきました。

͜ͷֶݟձ͓Αͼҙަݟձɺདྷも։࠵Λ༧ఆͯ͠い·͢ɻ
֓ཁ͕ܾ·りͩ͠いɺٞࢢձͩΑりΤϒαΠτͰ͝Ҋ͠·͢ɻ

Έをհձͷٞࢢ��
ϓϩδΣΫλʔΛ༻͠ɺใҕһձͷҕһͱ෭ҕһ͕ɺʮॅ

ຽ͔Βͷࢢ͕͍ئʹಧ͘·ͰʯΛྫʹɺ࣮ࡍʹॅຽͷ͍ئΛئ
ͱ͍͏੍Λར༻ͯ͠ࢢʹ͍͑ͯ͘ྲྀΕΛ͍ͳ͕Βɺٞࢢձ
ͷΈɺٞࢢձͷׂΛઆ໌͠·ͨ͠ɻʮ͜Ε͔Βٞձͷ͜ͱ
Λͬͱ͍͖͍ͬͯͨʯʮબݖڍΛͨͬ࣋Βͥͻථʹ͍͖ͨߦʯ
ͳͲͷײ͕ฉ͔Ε·ͨ͠ɻ

ֶݟઃࢪձٞࢢ��
ઃΛॱ൪ʹ͝Ҋ͠·ͨ͠ɻࢪใҕһ͕ٞձͷ֤
Ճͨ͠օ͞ΜɺීஈೖΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ٞࣨҕһձࣨͳͲࢀ

Ͱͨ͠ɻࢠຯʑͷ༷ڵʹ
ຊձٞͰɺ͞૭͔ΒͷݟΒ͠ʹ͘ڻ͕͕͋ͬͨΓɺ͞

·͟·ͳઃඋΛલʹͯ͠ɺใҕһͷઆ໌ΛҰੜ໋ݒฉ͍͍ͯͨΓ͠
͍ͯ·ͨ͠ɻ·ͨɺٞ੮ʹࣸͯͬ࠲ਅΛͨͬࡱΓɺ࣭੮ห੮͔Β࣮ࡍʹϚΠΫΛͯͬͨ͠ΓɺձٞͷงғؾΛମͯ͠ݧ
͍·ͨ͠ɻ

খֶੜ議会ֶݟ会ٴͼ
தֶੜߍߴੜ議会ֶݟ会ɾҙަݟ会தֶੜߍߴੜ議会ֶݟ会ɾҙަݟ会

Λ։࠵し·しͨ

��ٞһͱͷ͓͠ձʢখֶੜʣ
ٞһͱͤΔػձͱ

͋ͬͯɺ͡Ίۓு͍ͯ͠Δ
ͳͬͯʹؾͰ͕ͨ͠ɺීஈࢠ༷
͍Δ͜ͱٞࢢձͷΈͳͲ
Λ৺ʹฉ͍͍ͯ·ͨ͠ɻ
ʮࣗͷΒͳ͍͜ͱ͕ଟ͘
৽͍͠ൃ͕ͨͬ͋ݟʯͳͲͷײ
͋Γɺָ͍ؒ࣌͠Λա͍ͯ͝͠·ͨ͠ɻ

��ٞһͱͷҙަݟձʢதֶੜߴɾ ੜʣߍ
Δ͍ٙͯ͡ײ͍ͯͭʹձٞࢢ

ɺઆ໌Λฉ͍ͯٙʹͬࢥ
ͨ͜ͱͳͲʹ͍ͭͯɺٞһͱҙ
Λ͠·ͨ͠ɻަݟ
ʮٞࢢձΛΑΓۙʹ͡ײΔ
͜ͱ͕Ͱ͖ͨʯʮٞһͷ͑ߟΛ
ฉ͚ͯͱܹͯʹͳͬͨʯͳ
Ͳͷײ͋Γɺॆ࣮ͨؒ࣌͠Λա͍ͯ͝͠·ͨ͠ɻ͋Γɺָ͍ؒ࣌͠Λա͍ͯ͝͠·ͨ͠ɻ Ͳͷײ͋Γɺॆ࣮ͨؒ࣌͠Λա͍ͯ͝͠·ͨ͠ɻ

予定৹議日ఔ
月日（༵日） 開会予定時間 ओ　な　議　事

øø݄øý  ࣌��લޕ
։ձɺձظͷܾఆɺٞ
ҊఏҊઆ໌ɺൃٞҊ
ఏҊઆ໌

ޙձࢄ ٞձӡӦҕһձ

øø݄ùý  ࣌��લޕ ٞҊ࣭ٙɾୗ
ޙձࢄ ༧ࢉܾࢉҕһձཧࣄձ

øø݄ùþ  ࣌��લޕ ൃٞҊ࣭ٙɾୗ
ޙձࢄ ༧ࢉܾࢉҕһձ

øø݄ùÿ Ŋ
øø݄ùĀ  ࣌��લޕ Ұൠ࣭

øø݄ú÷  ࣌��લޕ Ұൠ࣭
ޙձࢄ ٞձӡӦҕһձ

øù݄ ú  ࣌��લޕ Ұൠ࣭

øù݄ û  ࣌��લޕ Ұൠ࣭ɺئͷ
ୗ

øù݄ ý  ະɹఆ ૯ҕһձɾ༧ࢉܾࢉ
ҕһձ૯Պձ

月日（༵日） 開会予定時間 ओ　な　議　事

øù݄ þ  ະɹఆ
ࢉҕһձɾ༧ࢱ߁݈
ࢱ߁ҕһձ݈ࢉܾ
Պձ

øù݄ø÷  ະɹఆ
ҕһձɾࡁܦڥຽࢢ
༧ࢉܾࢉҕһձࢢຽ
Պձࡁܦڥ

øù݄øø  ະɹఆ ࢉܾࢉઃҕһձɾ༧ݐ
ҕһձݐઃՊձ

øù݄øù  ະɹఆ จڭҕһձɾ༧ࢉܾࢉ
ҕһձจڭՊձ

øù݄øû  ະɹఆ ༧ࢉܾࢉҕһձཧࣄձ
øù݄øþ Ŋ
øù݄øÿ  ະɹఆ ༧ࢉܾࢉҕһձ

øù݄ù÷  ࣌�ޙޕ ٞձӡӦҕһձ

øù݄ùø  ࣌��લޕ ୗ݅ࣄͷ৹ࠪใࠂͱ
ɺดձܾ࠾

◎第4回定例会は11月16日（金）開会の予定です
ئ・のड理期ݶは、11月15日（）午後5時で͢。

ʮふなばし市議会ͩΑΓʯ
ͷ�໘ࣸਅΛ
ืूし͍ͯ·͢
͋なͨͷ

lふなばしzΒし͍
�ຕΛ͓ͪし͍ͯ·͢



答
市
長
公
室
長
　

市
内
施
設
を
利
用
す
る
方

の
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
図
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て
、
今
後
、
所
管

で
あ
る
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

走
る
広
告
塔

公
明
党
　
橋
本　

和
子

質
問 

財
源
の
確
保
で
、
公
用
車
へ
の
広
告

掲
載
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

行
財
政
改
革
の
財
源
確

保
に
向
け
、
広
告
代
理
店
等
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
、
手
法
を
検
討
中
。

質
問 
図
柄
入
り
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
に
つ
い
て
、
船
橋
ナ
ン
バ
ー
の
図
柄
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
た
が
、
図
柄
入
り
の
も
の
は
、
通

常
よ
り
値
段
が
高
い
の
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

通
常
よ
り
も
交
付
手
数

料
が
高
く
設
定
さ
れ
る
。
カ
ラ
ー
版
と
モ
ノ

ト
ー
ン
版
が
あ
り
、
カ
ラ
ー
版
は
、
千
円
以
上

の
寄
付
金
が
必
要
。
具
体
的
な
寄
付
金
配
分
等

は
未
定
。

投
票
環
境
の
向
上
の
た
め
に

公
明
党
　
鈴
木　

心
一

質
問 

明
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
期

日
前
投
票
所
を
東
部
公
民
館
内
に
開
設
す
る
と

伺
っ
た
。
市
に
は
東
部
公
民
館
と
同
じ
よ
う
な

機
能
を
有
す
る
施
設
は
他
に
も
あ
る
の
か
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

専
用
回
線

が
敷
設
さ
れ
て
い
る
施
設
と
併
設
し
て
い
る
施

設
は
、
法
典
公
民
館
、
高
根
台
公
民
館
、
小
室

公
民
館
及
び
三
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

質
問 

期
日
前
投
票
所
の
今
後
の
増
設
は
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

東
部
公
民

館
へ
の
有
権
者
の
投
票
行
動
等
を
分
析
し
、
市

域
間
の
バ
ラ
ン
ス
も
配
慮
し
た
上
で
、
総
合
的

に
勘
案
し
、
有
権
者
に
有
効
な
投
票
機
会
を
提

供
で
き
る
よ
う
課
題
の
整
理
に
努
め
る
。

高
齢
化
率
の
高
い
地
域
の
投
票
所
問
題

日
本
共
産
党
　
関
根　

和
子

質
問 
有
権
者
数
が
多
い
の
に
投
票
所
が
遠

い
地
域
に
お
い
て
は
、
適
し
た
民
間
施
設
が
あ

れ
ば
借
り
上
げ
、当
日
投
票
所
を
設
置
す
べ
き
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

条
件
を
あ

る
程
度
満
た
せ
ば
検
討
で
き
る
。

質
問 

バ
ス
を
借
り
上
げ
、
有
権
者
を
期
日
前

投
票
所
に
お
連
れ
す
る
移
動
支
援
の
確
立
を
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

有
効
な
手

段
。
近
隣
市
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

日
本
共
産
党
　
松
崎　

佐
智

質
問 

船
橋
市
は
市
営
住
宅
と
都
市
公
園
に

指
定
管
理
導
入
を
検
討
し
て
い
る
が
、
静
岡
県
の

「
適
正
な
指
定
管
理
者
制
度
を
考
え
る
研
究
会
」

の
調
査
で
は
、
労
働
者
の
50
％
近
く
が
「
給
料

が
安
い
」「
将
来
の
雇
用
が
不
安
」
と
回
答
。

事
業
主
の
約
28
％
は
次
期
契
約
が
取
れ
な
け
れ

ば
正
規
職
員
で
も
解
雇
す
る
と
回
答
。本
市
は
、

こ
う
し
た
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
山
﨑
副
市
長
　

適
切
な
設
計
を
心
が
け
る
。

質
問 

調
査
の
中
に
「
大
幅
に
基
本
給
な
ど
を

抑
え
ら
れ
た
職
員
が
公
務
員
と
同
レ
ベ
ル
の
仕

事
を
求
め
ら
れ
る
の
は
酷
だ
」と
い
う
訴
え
も
あ

る
。
指
定
管
理
の
推
進
は
大
問
題
だ
。

答
山
﨑
副
市
長

民
間
賃
金
と
公
務
員
賃
金

の
差
の
中
で
工
夫
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

住
民
福
祉
削
り
大
規
模
事
業
の
大
盤
振
る
舞
い

日
本
共
産
党
　
中
沢　

学

質
問 

市
の
将
来
財
政
推
計
に
は
、
焼
却
炉

１
つ
分
以
上
過
剰
な
新
南
部
清
掃
工
場
、
大
学

誘
致
を
掲
げ
る
海
老
川
上
流
開
発
、
船
橋
駅
南

口
再
開
発
等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
財
政
が
厳

し
い
な
ど
と
い
う
の
は
大
規
模
事
業
を
進
め
る

た
め
の
方
便
に
過
ぎ
な
い
。
建
設
事
業
の
大
盤

振
る
舞
い
で
借
金
を
膨
れ
あ
が
ら
せ
た
あ
げ
く
、

｢

数
年
後
に
は
予
算
が
組
め
な
く
な
る｣

な
ど
と 

�
企
画
・
財
政

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
取
り
組
み

民
主
連
合
　
岡
田　

と
お
る

質
問 

今
回
の
市
立
船
橋
高
校
で
の
公
開
練

習
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
一
般
公
開
で
は
、
何

を
改
善
し
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

答
企
画
財
政
部
長　

混
雑
を
改
善
で
き
る
よ

う
、
公
開
日
の
日
数
を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
多

く
の
方
々
が
見
や
す
い
方
策
を
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

民
主
連
合
　
高
橋　

け
ん
た
ろ
う

質
問 

情
報
格
差
の
改
善
を
図
る
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
な
ら
ば
、総
務
部
が
旗
振
り
役
と

な
り
、
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
総
務
部
長
　

今
後
、
策
定
を
予
定
し
て
い

る
計
画
の
中
で
、
基
本
的
な
方
針
を
示
し
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
に
お
け
る
定
員
適
正
化

自
由
市
政
会
　
鈴
木　

ひ
ろ
子

質
問 

平
成
22
年
度
以
降
、
定
員
適
正
化
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
４
割
以

上
も
臨
時
・
非
常
勤
職
員
を
増
や
し
た
が
、
そ

の
後
の
検
証
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
総
務
部
長
　

職
の
整
理
や
業
務
分
析
を
行

い
適
正
配
置
や
定
員
管
理
計
画
の
策
定
を
検
討
。

市
内
の
案
内
図

公
明
党
　
木
村　

修

質
問 

中
学
生
等
の
市
内
移
動
を
想
定
し
、
印

刷
し
て
使
用
す
る
地
図
を
掲
載
し
て
は
。

一

般

質

問
市
の
一
般
事
務
に
関
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
、
将
来
の
方
針
等
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、

あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
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脅
し
て
、
一
層
の
市
民
負
担
増
と
住
民
福
祉
の

切
り
捨
て
を
市
民
に
押
し
つ
け
、
更
な
る
大
規

模
事
業
の
財
源
を
捻
出
す
る
。
そ
れ
が
い
ま
市

長
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
事
で
は
な
い
か
。

答
市
長
　

今
い
る
市
民
の
安
心
だ
け
で
な
く
、

他
の
所
か
らň
船
橋
い
い
街
に
な
っ
た
ねŉ

と
言

わ
れ
る
状
況
を
作
る
の
も
私
達
の
責
任
。

障
が
い
者
施
策

市
民
共
生
の
会
　
つ
ま
が
り　

俊
明

質
問 

市
の
実
態
は
障
が
い
者
雇
用
の
法
定

雇
用
率
を
下
回
る
状
況
で
あ
り
、長
年
に
わ
た
っ

て
障
が
い
者
雇
用
率
の
算
定
が
不
適
切
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
原
因
は
何
か
。

答
総
務
部
長
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
理

解
の
浅
さ
と
従
前
の
や
り
方
を
見
直
す
内
部
統

制
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

問
題
の
解
決
に
今
後
真
摯
に
取
り
組
む
。

質
問 

障
が
い
者
雇
用
を
民
間
に
勧
め
て
も

「
市
役
所
自
ら
は
や
っ
て
い
な
い
の
か
」と
な
ら

な
い
の
か
。
市
長
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

答
市
長
　

今
回
の
算
定
誤
り
は
本
当
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
民
間
と
行
政
が
し
っ

か
り
と
連
携
を
取
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

選
挙
啓
発

市
民
共
生
の
会
　
三
宅　

桂
子

質
問 

公
平
な
立
場
で
選
挙
事
務
を
取
り
仕

切
る
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
に
ど
ん
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

成
人
式
で

の
新
成
人
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
小
学
校
６
年

生
へ
の
啓
発
冊
子
の
配
布
、
出
前
講
座
実
施
な

ど
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
主
権
者
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
の
協

力
で
保
護
者
に
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

質
問 

う
っ
か
り
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、投
票

日
当
日
に
防
災
行
政
無
線
を
使
い
、
放
送
で
啓

発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

目
的
や
環

境
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
が
、

実
施
が
可
能
か
改
め
て
所
管
課
と
協
議
し
た
い
。

新
公
会
計
制
度
の
活
用

市
民
共
生
の
会
　
齊
藤　

和
夫

質
問 

施
設
建
設
の
際
、
建
設
費
と
い
う
初

期
投
資
額
だ
け
で
な
く
、
維
持
管
理
か
ら
建
替

え
時
の
取
り
壊
し
費
用
に
至
る
ま
で
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
、
予
算
の
立
案
・
査
定
に

お
い
て
検
討
・
判
断
材
料
と
さ
れ
て
い
る
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

現
状
で
は
建
設
費
用
を

中
心
に
事
業
費
の
判
断
を
し
て
い
る
。今
後
は
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
考
え
方
も
含
ん
だ

検
討
を
し
て
い
く
。

質
問 

新
公
会
計
制
度
で
得
ら
れ
る
情
報
を

職
員
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
意
識
や
自

ら
の
業
務
を
俯
瞰
す
る
意
識
を
育
み
、
行
財
政

改
革
の
土
台
と
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

今
後
、
財
務
書
類
の
情

報
も
職
員
に
伝
え
、意
識
の
醸
成
を
図
り
た
い
。

�

防
災

減
災
対
策

自
由
市
政
会
　
大
矢　

敏
子

質
問�

市
と
し
て
洪
水
・
水
害
を
想
定
し
た
訓

練
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
長
公
室
長
　
命
を
守
る
た
め
に
は
、
浸

水
区
域
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
事
前
の
避
難

が
大
切
。
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
際

に
、
浸
水
区
域
の
避
難
訓
練
を
検
討
し
た
い
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

日
本
共
産
党
　
坂
井　

洋
介

質
問 

雨
量
の
想
定
が
不
十
分
。
西
日
本
豪

雨
等
の
雨
量
を
考
え
、
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
市
長
公
室
長
　

県
の
見
直
し
を
受
け
、
関

係
部
署
と
協
議
し
、
見
直
し
を
考
え
た
い
。

災
害
時
の
住
宅
・
事
業
等
残
ロ
ー
ン
減
免
施
策

市
民
共
生
の
会
　
池
沢　

み
ち
よ

質
問 
平
成
28
年
度
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
た
が
周
知
さ
れ
た
か
。

答
市
長
公
室
長
　

重
要
な
情
報
に
つ
い
て
防

災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
で
情
報
提
供
し
た
い
。

船
橋
市
総
合
防
災
訓
練

市
民
共
生
の
会
　
神
田　

廣
栄

質
問 

今
年
も
酷
暑
の
中
の
防
災
訓
練
だ
っ

た
。開
催
時
期
の
見
直
し
を
過
去
に
も
求
め
て
い

た
が
、
改
め
て
開
催
時
期
の
変
更
を
求
め
る
。

答
市
長
公
室
長
　

気
象
庁
が
記
録
的
な
暑
さ

に
つ
い
て
、
注
意
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、
訓
練

時
期
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
治
会
連
合

協
議
会
、
教
育
委
員
会
と
協
議
す
る
。

西
日
本
豪
雨
で
の
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
実

施
に
学
び
、
船
橋
で
も
実
現
を

市
民
共
生
の
会
　
朝
倉　

幹
晴

質
問 

倉
敷
市
な
ど
で
水
害
後
片
付
け
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、今
回
初
め
て
開
設
さ
れ
た
、

ペ
ッ
ト
と
同
じ
区
画
で
過
ご
せ
る
ペ
ッ
ト
同
伴

避
難
所
も
見
学
し
た
。
船
橋
で
も
実
現
を
。

答
市
長
公
室
長
　

倉
敷
市
を
初
め
、
他
市
の

状
況
を
調
べ
て
研
究
し
た
い
。

災
害
で
の
停
電
時
の
携
帯
充
電
体
制
確
立
を

質
問 

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
広
域
停

電
が
お
き
、携
帯
充
電
の
た
め
列
で
並
ん
だ
と
い

う
。
停
電
時
の
本
市
の
避
難
所
で
の
充
電
は
。

答
市
長
公
室
長
　

避
難
所
に
照
明
等
の
必
要

に
備
え
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
式
発
電
機
の
備
蓄
が

あ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
れ
ば
携
帯
も
充
電
可
能
。

�

生
活
・
安
全

死
亡
に
伴
う
手
続
き
の
案
内

公
明
党
　
松
橋　

浩
嗣
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質
問�

案
内
は
重
要
。
詳
細
に
紹
介
す
る「
お

く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
用
意
出
来
な
い
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　
関
係
各
課
と
調
整
し
な

が
ら
現
在
お
渡
し
し
て
い
る
手
続
き
窓
口
の
一

覧
表
を
見
直
し
、
少
し
で
も
ご
遺
族
の
負
担
軽

減
を
図
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

質
問 

他
市
で
開
設
さ
れ
た「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」は
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
て
助
か
る
と
好

評
で
あ
る
。
当
市
に
も
導
入
出
来
な
い
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

死
亡
に
伴
い
必
要
と
な

る
手
続
き
は
内
閣
官
房
Đě
総
合
戦
略
室
に
て
負

担
軽
減
を
図
る
仕
組
み
等
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
得
た
情
報

を
有
効
に
活
用
し
、
取
り
組
み
を
研
究
す
る
。

đę
船
橋
駅
周
辺
の
防
犯
対
策

自
由
民
主
党
　
浅
野　

賢
也

質
問 

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
客
引
き

行
為
の
根
絶
は
欠
か
せ
な
い
。
条
例
が
施
行
さ

れ
て
も
客
引
き
行
為
な
ど
が
減
ら
ず
、
条
例
の

効
力
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
。
警
察
と
の
連

携
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

県
条
例
が
規
制
の
対
象

と
す
る
執
拗
な
客
引
き
行
為
等
に
つ
い
て
、
警

察
に
情
報
提
供
し
、
取
り
締
ま
り
を
要
請
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
警
察
と
連
携
を
と

り
つ
つ
、
客
引
き
行
為
等
の
防
止
に
努
め
る
。

質
問 

今
年
度
よ
り
警
察
官
OB
が
防
犯
指
導

員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
現
職
の
警
察
官

の
出
向
が
、
警
察
の
連
携
、
条
例
周
知
、
防
犯

の
抑
止
力
と
し
て
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
市
民
生
活
部
長
　

警
察
官
Ėĉ
と
し
て
今
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
た
態
度
で
接
す
る
な
ど
、

そ
の
対
応
が
功
を
奏
し
て
、
現
状
で
は
、
一
定

の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
遅
い
時
間
の
客
引
き

行
為
の
対
応
な
ど
、
課
題
の
解
決
に
努
め
る
。

答
総
務
部
長
　

一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
た
め
、
当
面
は
現
状
の
体
制
を
維
持
し
た
い
。

自
転
車
安
全
利
用
対
策民

主
連
合
　
斉
藤　

誠

質
問 

ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
に
つ
い

て
は
、現
在
、中
高
生
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

地
域
の
一
般
成
人
も
対
象
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長
　

地
域
住
民
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
法
を
検
討
す
る
。

質
問 

悪
質
な
運
転
に
は
厳
し
い
対
応
を
。

啓
発
活
動
と
取
り
締
ま
り
回
数
を
増
や
す
べ
き
。

答
市
民
生
活
部
長
　

警
察
と
連
携
し
、
自
転

車
安
全
運
転
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
回
数
を
増
や
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

後
も
警
察
と
協
議
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　

詐
欺
被
害
の
根
絶
の
た
め
相
談
体
制
の
強
化
を

民
主
連
合
　
高
橋　

け
ん
た
ろ
う

質
問 

一
括
し
た
専
用
窓
口
を
設
け
る
な
ど
、

相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
の
は
い
か
が
か
。

答
市
民
生
活
部
長
　

対
応
を
考
え
た
い
。

消
防
局
と
消
防
団
の
連
携

民
主
連
合
　
三
橋　

さ
ぶ
ろ
う

質
問 

消
火
活
動
時
に
連
携
で
き
る
よ
う
、
消

防
団
に
も
50
ミ
リ
ホ
ー
ス
を
配
備
す
べ
き
。

答
消
防
局
長
　

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

前
原
駅
付
近
の
駐
停
車
問
題

市
民
共
生
の
会
　
神
田　

廣
栄

質
問 

こ
こ
は
駐
車
禁
止
。停
車
禁
止
で
は
な

い
。安
心
し
て
駐
車
す
る
た
め
に
も
、道
路
に

パ
ー
キ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
べ
き
。

答
市
民
生
活
部
長
　

警
察
署
を
初
め
と
す
る

関
係
者
と
調
整
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ご
指

摘
の
点
に
つ
い
て
、
船
橋
東
警
察
署
へ
伝
え
る
。

�

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

夜
間
休
日
急
病
診
療
所

日
本
共
産
党
　
坂
井　

洋
介

質
問�

看
板
が
見
え
に
く
く
場
所
が
わ
か
り

づ
ら
い
。
改
善
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
健
康
・
高
齢
部
長
　

案
内
方
法
を
考
え
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

日
本
共
産
党
　
金
沢　

和
子

質
問 

来
年
以
降
、指
定
権
限
が
市
に
移
譲
さ

れ
る
が
、療
育
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
判
断

基
準
を
持
っ
て
指
導
や
監
査
を
行
う
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長
　

県
の
定
め
る
基
準
を

引
き
継
ぐ
形
で
考
え
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
各

事
業
所
へ
赴
き
現
況
等
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
事
業
の
発
展
を

民
主
連
合
　
岡
田　

と
お
る

質
問 

ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
保
健
所
理
事

指
導
士
レ
ベ
ル
の
標
準
化

を
図
り
、
指
導
士
の
養
成
も
行
っ
て
い
く
。

３
歳
児
健
診
で
の
機
器
を
使
っ
た
検
査

民
主
連
合
　
三
橋　

さ
ぶ
ろ
う

質
問 

簡
易
で
は
あ
る
が
、短
時
間
で
多
角
的

屈
折
検
査
が
で
き
る
機
器
を
導
入
し
、全
員
の
子

ど
も
に
検
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
保
健
所
理
事

眼
科
専
門
医
や
小
児
科
医

な
ど
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
先
進
市
の
事

҆શͳ·ͪͮ Γ͘ͷͨΊɺܯͱͷ͞ΒͳΔ࿈ڧܞԽ͕ٻΊΒΕΔ
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例
も
調
査
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

公
明
党
　
藤
川　

浩
子

質
問 
経
過
措
置
が
平
成
30
年
度
ま
で
の
場

合
、未
接
種
者
へ
個
別
の
接
種
勧
奨
を
す
べ
き
。

答
保
健
所
理
事
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
個
別
通
知
の
文
面
中
に
、
一
度
も
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
平
成
úø
年
３
月
úø
日
ま
で

接
種
が
受
け
ら
れ
る
旨
を
記
載
す
る
。

質
問 

２
回
目
が
定
期
接
種
化
さ
れ
た
場
合
、

２
回
目
に
つ
い
て
も
接
種
勧
奨
が
必
要
で
は
。

答
保
健
所
理
事
　

１
回
目
を
接
種
し
た
方
へ

の
２
回
目
接
種
を
市
独
自
で
実
施
す
る
か
、
市

独
自
で
１
回
目
接
種
し
た
方
を
含
め
た
２
回
目

の
全
接
種
対
象
者
に
個
別
通
知
を
行
う
か
検
討

中
。
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
市
と
し
て
有

効
な
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育
て
タ
ク
シ
ー

公
明
党
　
桜
井　

信
明

質
問 

本
市
の
取
り
組
み
と
見
解
を
伺
う
。

答
保
健
所
理
事
　

市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
等
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
か

ら
行
政
と
し
て
普
及
啓
発
が
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
を
検
討
し
た
い
。

放
課
後
ル
ー
ム
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
施
策

市
民
共
生
の
会
　
池
沢　

み
ち
よ

質
問 

成
り
手
不
足
は
相
談
窓
口
等
、支
援
体

制
の
整
備
不
充
分
が
一
因
で
は
な
い
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長
　

一
人
で
悩
み
を
抱
え

な
い
体
制
、職
場
環
境
づ
く
り
に
注
意
を
払
う
。

健
康
寿
命
日
本
一
を
め
ざ
し
て

研
政
会
　
島
田　

た
い
ぞ
う

質
問 

家
庭
で
の
塩
分
と
糖
質
の
正
し
い
摂

り
方
と
学
校
給
食
に
お
け
る
減
塩
対
策
を
伺
う
。

答
保
健
所
理
事
　

生
活
習
慣
病
予
防
の
健
康

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

答
学
校
教
育
部
長
　

塩
分
改
善
計
画
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

福
祉
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等

自
由
市
政
会
　
藤
代　

清
七
郎

質
問 

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
。

答
健
康
・
高
齢
部
長
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
普
及
は
業
務
の
効
率
化
、
生
産
性
の

向
上
や
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
に
役
立
つ
た
め
、

有
益
な
事
例
の
紹
介
や
補
助
事
業
の
情
報
提
供

な
ど
に
よ
り
、
導
入
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

質
問 
無
償
化
に
よ
る
待
機
児
童
問
題
へ
の

影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長
　

無
償
化
に
よ
り
、
新

た
な
保
育
需
要
が
生
じ
、
保
育
園
の
利
用
申
込

み
が
増
加
し
て
、
待
機
児
童
数
に
影
響
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

�

環
境

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
・
再
資
源
化
を

日
本
共
産
党
　
岩
井　

友
子

質
問 

焼
却
し
た
熱
の
回
収
を
免
罪
符
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
焼
却
し
て
い
る
が
、発
電
す
る
か

ら
と
い
っ
て
CO２
は
消
え
る
も
の
な
の
か
。

答
環
境
部
長　

削
減
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

質
問 

ま
ず
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、再
資

源
化
、
再
利
用
の
方
向
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
環
境
部
長
　

検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

質
問 

北
部
清
掃
工
場
の
処
理
能
力
は
日
量

３
８
１
ト
ン
で
あ
り
、南
部
清
掃
工
場
は
日
量
３ 

３
９
ト
ン
。合
計
７
２
０
ト
ン
で
あ
る
が
、本
市

の
ご
み
焼
却
量
は
日
量
５
８
５
ト
ン
。比
較
す
る

と
焼
却
炉
１
つ
分
以
上
が
余
剰
と
な
る
。過
剰
な

施
設
と
な
ら
な
い
よ
う
検
討
を
。

答
環
境
部
長　

計
画
変
更
の
考
え
は
な
い
。

�

教
育
・
文
化

部
活
動
指
導
員
制
度
の
早
期
導
入
を

研
政
会
　
石
川　

り
ょ
う

質
問 

学
校
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、来
年

度
か
ら
の
部
活
動
指
導
員
制
度
の
導
入
を
強
く

望
む
が
、
い
つ
ま
で
に
導
入
す
る
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
後
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
導
入
し
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

自
由
市
政
会
　
小
平　

奈
緒

質
問 

２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る
。準
備
が
進

ん
で
い
な
い
自
治
体
が
多
い
と
い
う
調
査
報
告

が
あ
る
が
、本
市
の
状
況
を
問
う
。ま
た
準
備
を

進
め
る
う
え
で
の
課
題
は
何
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　

教
員
を
対
象
に
研
修
会

を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
実
施
す
る
学
年
や
、
評
価
、
実
施
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

各
小
学
校
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で

あ
る
。
現
段
階
の
課
題
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
教
員
が
い

る
こ
と
。
研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
や
資
料
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

通
学
路
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性

自
由
市
政
会
　
川
井　

洋
基

質
問 

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
で
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性

を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　

有
効
性
は
認
識
し
て
お

り
、
現
在
各
小
学
校
に
通
学
路
上
で
危
険
と
思

わ
れ
る
場
所
の
抽
出
を
依
頼
中
。
必
要
な
対
策

を
早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
働
き
方
改
革自由

市
政
会
　
渡
辺　

賢
次

質
問 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
及
び
成
果
は
。

答
学
校
教
育
部
長
　

年
３
回
の
校
長
面
接
の

際
に
、
各
学
校
長
へ
業
務
改
善
と
教
職
員
の
意

識
改
革
を
お
願
い
し
て
き
た
。
昨
年
度
か
ら
全

校
に
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
教
職
員

か
ら
業
務
の
軽
減
と
改
善
が
図
れ
た
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
一
定
の
成
果
が
出
た
と
考
え
る
。

質
問 

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
学
校
教
育
部
長
　

教
職
員
の
業
務
改
善
と

意
識
改
革
の
両
面
に
取
り
組
む
。業
務
改
善
は
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
等
に
よ
り

効
率
化
を
図
る
。
意
識
改
革
は
、
勤
務
時
間
を

集
計
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
り
、
業
務

を
計
画
的
、効
率
的
に
行
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

郷
土
資
料
の
収
集

自
由
市
政
会
　
日
色　

健
人

質
問 

図
書
館
や
郷
土
資
料
館
で
は
、市
内
に
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答
学
校
教
育
部
長
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
講
師
を
招

き
、学
校
現
場
対
応
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
た
。

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
を

日
本
共
産
党
　
坂
井　

洋
介

質
問 

今
年
の
猛
暑
を
考
え
る
と
、
熱
中
症

と
い
う
観
点
か
ら
も
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き
。

答
管
理
部
長
　

設
置
可
能
か
の
検
証
や
費
用

な
ど
か
ら
、す
ぐ
さ
ま
設
置
す
る
の
は
難
し
い
。

�

経
済
・
産
業

ふ
な
ば
し
市
民
ま
つ
り

自
由
市
政
会
　
滝
口　

一
馬

質
問 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

開
催
時
期
が
重
な
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
経
済
部
長　

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

船
橋
両
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
絡
を
密

に
す
る
。
早
く
対
応
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
情
報

収
集
に
努
め
た
い
。

都
市
農
園
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

公
明
党
　
桜
井　

信
明

質
問 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り

替
え
は
１
回
を
前
提
で
補
助
し
て
い
る
が
、２
回

目
以
降
の
補
助
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
経
済
部
長
　

補
助
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
改
修
等
に
つ

い
て
再
度
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
し

た
い
。�

ま
ち
づ
く
り

自
転
車
活
用
推
進
計
画

研
政
会
　
島
田　

た
い
ぞ
う

質
問 

い
つ
計
画
を
策
定
、
検
討
す
る
の
か
。

答
建
設
局
長
　

国
や
県
の
策
定
検
討
の
動
き

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

質
問 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定

は
。二
和
地
区
の
交
通
不
便
地
域
支
援
事
業
は
。

答
道
路
部
長
　

立
地
適
正
化
計
画
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。
代
替
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

廃
止
候
補
と
さ
れ
て
い
る
夏
見
高
根
町
線

研
政
会
　
石
川　

り
ょ
う

質
問 

総
合
都
市
交
通
計
画
を
改
め
て
策
定

す
る
中
で
本
都
市
計
画
道
路
の
存
続
、廃
止
に
つ

い
て
再
度
見
直
し
を
行
う
の
か
。廃
止
あ
り
き
で

な
く
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た

い
。ま
た
、近
隣
住
民
へ
の
説
明
会
は
絶
対
に
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
実
施
す
る
の
か
。

答
都
市
計
画
部
長
　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、

再
度
見
直
し
を
行
う
。
そ
の
結
果
に
お
い
て
も

廃
止
候
補
と
な
り
、
都
市
計
画
変
更
の
原
案
を

作
成
し
た
時
は
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
策

日
本
共
産
党
　
関
根　

和
子

質
問 

撤
去
後
に
設
置
す
る
軽
量
フ
ェ
ン
ス

や
生
け
垣
等
に
対
す
る
補
助
事
業
等
の
実
施
を
。

答
建
築
部
長
　

国
の
補
助
事
業
と
他
市
の
状

況
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
今
後
に
つ
な
げ
た
い
。

建
設
業
界
に
お
け
る
深
刻
な
若
手
の
人
手
不
足

日
本
共
産
党
　
金
沢　

和
子

質
問 

若
手
確
保
の
た
め
、週
休
２
日
制
の
発

注
を
行
い
、
先
進
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

伝
わ
る
民
謡
、音
頭
、市
内
各
種
学
校
の
校
歌
、

当
市
に
縁
の
あ
る
歌
手・ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
作

品
、当
市
を
舞
台
と
す
る
な
ど
し
た
作
品
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
。私
た
ち
の
ま
ち

を
取
り
あ
げ
た
貴
重
な
記
録
に
な
る
と
思
う
が
、

現
在
の
収
集・保
管
な
ら
び
に
利
用
に
供
す
る
考

え
は
。

答
生
涯
学
習
部
長
　

網
羅
的
収
集
は
行
っ
て

い
な
い
。
船
橋
ゆ
か
り
の
貴
重
な
視
聴
覚
資
料

の
消
失
等
を
防
ぎ
、
後
世
に
残
す
こ
と
は
重
要

と
考
え
る
。
郷
土
資
料
館
を
中
心
と
し
て
収

集
・
保
管
し
、
図
書
館
を
通
じ
て
貸
し
出
し
を

行
う
な
ど
、
利
用
方
法
も
検
討
し
た
い
。

グ
リ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装

公
明
党
　
鈴
木　

い
く
お

質
問 

ル
ネ
船
橋
レ
ジ
デ
ン
ス
ガ
ー
デ
ン
前

の
グ
リ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　

議
員
か
ら
再
要
望
の

あ
っ
た
ル
ネ
の
反
対
側
に
外
側
線
を
引
き
直
し
、

カ
ラ
ー
舗
装
を
行
な
っ
た
方
が
良
い
と
の
結
論

に
な
っ
た
。
年
内
に
整
備
が
完
了
予
定
。

行
田
運
動
広
場

質
問 

午
前
中
だ
け
で
も
65
歳
以
上
の
団
体

に
無
料
開
放
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
生
涯
学
習
部
長

専
用
予
約
さ
れ
て
い
な

い
時
間
帯
は
、自
由
使
用
と
い
う
形
で
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
少
人
数
で
行
う
場
合
、無
料
で
使
用
可
能
。

空
き
状
況
を
受
付
窓
口
に
掲
示
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ�

教
職
員
の
研
修
等
の
実
施
状
況

市
民
共
生
の
会
　
池
沢　

み
ち
よ

質
問 

要
望
し
た
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。
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答
都
市
計
画
部
長
　

今
後
、
先
進
自
治
体
の

導
入
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

答
建
設
局
長
　

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
受
発
注
者
両
方
が
合
意
し
な
い
と
進
ま

な
い
た
め
、
そ
れ
も
含
め
検
討
し
た
い
。

本
市
の
自
転
車
走
行
の
取
り
組
み

自
由
市
政
会
　
滝
口　

一
馬

質
問 

現
在
工
事
中
の
新
船
橋
橋
は
、道
幅
が

狭き
ょ
う

隘あ
い

で
、
交
通
量
が
多
い
。
安
全
対
策
は
。

答
道
路
部
長
　

自
転
車
マ
ー
ク
で
あ
る
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
、
青
色
の
矢
羽
根
、「
自
転
車
を
降
り

て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
願
い
看
板

を
設
置
し
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

京
成
船
橋
競
馬
場
駅
南
口

自
由
市
政
会
　
大
矢　

敏
子

質
問 

国
道
14
号
を
跨
ぐ
横
断
歩
道
橋
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
要
望
を
し
て
い
る
が
、話
が

止
ま
っ
て
い
る
。早
急
に
話
を
ま
と
め
る
べ
き
。

進
捗
状
況
は
。

答
道
路
部
長
　

施
設
の
管
理
区
分
に
つ
い
て
、

葛
南
土
木
事
務
所
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

船
橋
法
典
駅
の
混
雑
解
消

自
由
市
政
会
　
川
井　

洋
基

質
問 

船
橋
法
典
駅
周
辺
の
交
通
調
査
業
務

委
託
の
調
査
結
果
及
び
改
善
策
を
伺
う
。

答
都
市
計
画
部
長
　

交
通
処
理
施
設
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
２
ケ
所
を
整
備
す
る
案
を
整

理
し
た
。
今
後
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要
。

đę
下
総
中
山
駅
南
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

自
由
市
政
会
　
鈴
木　

ひ
ろ
子

質
問 

10
年
以
上
要
望
し
て
も
進
ま
な
い
状

況
。
私
も
地
元
町
会
と
協
力
し
、
３
７
０
０
名

以
上
の
署
名
を
集
め
JR
に
提
出
し
た
。
隣
接
の

市
川
市
と
協
力
し
JR
に
働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

市
川
市
と
連
携
し
、
要

望
等
行
う
こ
と
を
同
市
と
協
議
す
る
。

đę
船
橋
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

自
由
民
主
党
　
浅
野　

賢
也

質
問 

本
年
２
月
に
閉
店
し
た
、
駐
車
場
併

設
の
「
船
橋
西
武
百
貨
店
」
跡
地
は
、
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
か
。

答
企
画
財
政
部
長
　

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー

プ
へ
、
船
橋
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
や

公
共
施
設
と
し
て
整
備
可
能
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
伝
え
て
き
た
。
ま

た
、
船
橋
商
工
会
議
所
よ
り
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
た
め
、
要
望
を
伝
え
、
協
議
し
て
い
る
。

質
問 

船
橋
駅
周
辺
の
駐
車
場
が
西
武
百
貨

店
閉
店
に
伴
い
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

利
用
者
か
ら
不
満
の
声
を
聞
く
。
都
市
計
画
道

路
３・
３・７
号
線
の
本
町
か
ら
海
神
ま
で
、
東

海
神
駅
周
辺
の
市
所
有
の
土
地
を
時
間
貸
し
の

駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

答
道
路
部
長
　

都
市
計
画
道
路
３・３・７
号

線
海
神
工
区
は
、
完
成
に
向
け
、
用
地
取
得
を

進
め
て
い
る
。
歩
道
整
備
後
の
未
利
用
地
に
つ

い
て
、
時
間
貸
し
駐
車
場
な
ど
と
し
て
利
用
可

能
か
検
討
し
て
い
く
。

海
老
川
上
流
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

質
問 

船
橋
市
運
動
公
園
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
、
多
く
の
市
民
に
施
設
を
利
用
し
て
頂
い

た
。
県
道
夏
見
・
小
室
線
の
周
辺
道
路
は
、
大

渋
滞
を
し
た
よ
う
だ
が
、
今
後
の
渋
滞
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣
店
舗
駐
車
場

に
迷
惑
を
か
け
た
が
、
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

答
生
涯
学
習
部
長
　

運
動
公
園
プ
ー
ル
開
催

初
日
と
翌
日
は
、
渋
滞
を
招
い
て
し
ま
い
、
地

元
や
周
辺
を
利
用
す
る
方
々
へ
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
。
来
年
度
か
ら
体
育
大
会
な
ど
と

重
な
ら
な
い
よ
う
調
整
す
る
。
近
隣
店
舗
か
ら

駐
車
場
の
無
断
利
用
の
苦
情
が
あ
り
、
注
意
看

板
を
設
置
し
た
。
各
店
舗
よ
り
看
板
の
効
果
が

あ
っ
た
と
意
見
を
い
た
だ
き
、
設
置
位
置
、
枚

数
な
ど
の
改
善
点
を
次
年
度
以
降
に
生
か
す
。

質
問 
海
老
川
上
流
地
域
の
区
画
整
理
事
業

計
画
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
市
街
化
調

整
区
域
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
40
戸
連
た

ん
に
て
、
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
他
の
市
町

村
に
お
い
て
、
連
た
ん
に
よ
る
開
発
基
準
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、
早
期
に
見
直
す
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
建
設
局
長
　

今
年
度
よ
り
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
立
地
適
正
化
計
画
の
改
定
や
策

定
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
作
業
に
お
い
て
、

ご
提
案
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

公
園
の
健
康
器
具

公
明
党
　
木
村　

修

質
問 

市
内
68
の
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る

健
康
器
具
を
、運
動
公
園
、グ
ラ
ス
ポ
な
ど
に
も

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
都
市
整
備
部
長
　

利
用
者
の
意
見
や
周
辺

町
会
・
自
治
会
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

船
橋
駅
南
口
市
街
地
再
開
発
事
業

公
明
党
　
石
崎　

幸
雄

質
問 

本
事
業
全
体
構
想
に
西
武
船
橋
店
跡

地
の
区
域
を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
都
市
整
備
部
長
　

事
業
者
と
跡
地
利
用
に

関
し
て
協
議
中
。
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
全
体
構

想
に
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

質
問 

計
画
決
定
か
ら
50
年
以
上
経
過
し
た

が
、ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
で
地
権
者
か
ら
出
た
駅

前
広
場
再
検
証
を
ど
う
計
画
に
繋
げ
る
の
か
。

答
都
市
整
備
部
長
　

様
変
わ
り
し
て
い
る
の

で
、
駅
前
広
場
の
形
状
等
の
検
証
は
必
要
。

質
問 

民
間
事
業
者
の
迅
速
な
跡
地
計
画
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
都
市
整
備
部
長
　

情
報
収
集
に
努
め
、
駅

前
の
賑
わ
い
や
回
遊
性
の
創
出
等
整
備
を
要
請
。
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議
長
・
副
議
長
選
挙
前
に
所
信
表
明
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

私
は
、
議
長
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ

た
議
会
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
民
の
皆
様

に
身
近
な
議
会
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

続
け
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
市
議
会
は
市
民
生
活
に
最
も

密
着
し
た
施
策
を
最
終
的
に
決
定
す
る
場
で
あ

り
、
皆
様
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
私
ど
も
議
員

が
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
と
確
か
め
ら
れ
る

場
で
も
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

今
回
の
全
員
協
議
会
の
開
催
は
、
会
派
代
表

者
会
議
に
お
い
て
、
議
員
全
員
の
意
識
の
共
有

の
場
を
設
け
る
と
い
う
提
案
に
基
づ
き
、
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

意
識
共
有
に
は
、
議
員
個
々
が
自
由
に
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
、
意
見
を
述
べ
る
形
式
で
の
全

員
協
議
会
の
開
催
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
着
席
も
会
派
に
と

ら
わ
れ
な
い
位
置
と
い
た
し
ま
し
た
。

議
長　

鈴
木　

和
美

議
長
は
、議
員
に
よ
る
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
、

議
会
を
代
表
す
る
重
要
な
役
職
で
す
。
議
場
の

秩
序
保
持
、
議
事
の
整
理
や
議
会
の
事
務
を
ま

と
め
る
な
ど
の
権
限
を
有
し
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、
全
国
の

各
市
が
加
盟
す
る
議
長
会
議
や
市
の
行
事
等
に

出
席
し
ま
す
。

副
議
長
は
、
議
長
が
出
張
や
病
気
等
で
不
在

の
と
き
に
、
議
長
に
代
わ
っ
て
こ
れ
ら
の
仕
事

を
行
い
ま
す
。

平
成
ú÷
年
�
月
øø
日
に
、
議
長
・
副
議
長
選

挙
前
に
所
信
表
明
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
、
議
長
が
各
議
員
に
向
け
、
開
催
の
趣
旨
を

説
明
し
ま
し
た
。
本
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
皆

様
に
向
け
、
議
長
よ
り
趣
旨
を
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

そ
こ
で
、
市
議
会
を
代
表
す
る
議
長
の
選
出

に
つ
い
て
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、
わ

か
り
に
く
い
選
出
方
法
だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
議
員
間
で
公
開
の
選
挙
で
決

め
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
至
る
過
程
が
見
え

市
政
は
、
二
元
代
表
制
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、

行
政
運
営
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
市
長
は
、
予

算
や
条
例
な
ど
を
議
会
に
提
案
を
し
ま
す
。
一

方
、
議
会
は
提
案
さ
れ
た
事
項
の
最
終
意
思
決

定
を
行
い
ま
す
。
提
案
す
る
側
、
決
定
す
る
側

の
ど
ち
ら
も
市
民
の
負
託
を
受
け
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
（
権
能
）
を
分
担
す
る
中
で
、

議
会
と
市
長
は
対
等
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

提
案
す
る
側
の
市
長
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

自
ら
の
公
約
を
掲
げ
、
公
の
選
挙
で
選
出
さ
れ

ま
す
。
決
定
す
る
側
の
議
会
の
議
長
は
、
議
会

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
そ
の
選
出
過
程
は
市
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
議
会
の
代
表
者
で
あ

る
議
長
の
選
出
に
当
た
っ
て
、
公
開
の
場
で
議

長
や
副
議
長
に
な
ろ
う
と
す
る
議
員
が
所
信
を

述
べ
、
そ
の
う
え
で
個
々
の
議
員
が
議
長
や
副

詳細は市議会ウエブサイトで
ご覧いただけます

શһڠ議ձͷ議ࣄ
　̧̡̪： http://funabashi.gijiSoku.

com/Woices/g08W@Wiews. 
asp 4qg�42�F::�2018 
�5::�2018

શһڠ議ձͷըதܧ
　 次ϖーδで各議員のը中ܧαΠτのίーυをࡌܝ

していま͢ので、͝ཡください。

ࣄٞ

づ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
議
長
が
ど
の
よ
う

に
選
ば
れ
て
い
る
か
、
そ
の
議
長
が
ど
の
よ
う

な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
、
市
民
の
皆
様

が
知
る
こ
と
が
で
き
る
透
明
性
の
高
い
議
長
選

出
の
方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
長
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
者
を
選
ぶ
こ
と
が
、

市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

の
ひ
と
つ
だ
と
確
信
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

ʲಛूʳ
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木
村 
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浩
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井 

洋
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田 
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矢 
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子

橋
本 

和
子

長
谷
川 

大

金
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和
子

関
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和
子

長
野 

春
信

う
め
な
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幹
雄

佐
藤 

重
雄

齊
藤 

和
夫

松
崎 

佐
智

桜
井 
信
明

鈴
木 

い
く
お

斎
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忠

池
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み
ち
よ

議
　
長

鈴
木 

和
美
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小
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奈
緒
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高
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一
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浩
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三
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桂
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滝
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一
馬

三
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さ
ぶ
ろ
う

斉
藤 

誠

坂
井 
洋
介 渡

辺 

賢
次

石
崎 

幸
雄

佐
々
木 

克
敏

石
川 

り
ょ
う

浅
野 

賢
也

七
戸 

俊
治

岡
田 

と
お
る 藤

代 

清
七
郎

松
嵜 

裕
次

鈴
木 

ひ
ろ
子

日
色 

健
人

˞ܽ੮

浦
田 

秀
夫

副
議
長

つ
ま
が
り 

俊
明

島
田 

た
い
ぞ
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議ڠ
த

～ も っ と 知 り た い ！ ～

ふなばし市議会
ガイドブック

医療センターに新たに腎臓内科及びリウマチ科を
標榜することに伴う条例改正議案を含む28議案を可決
平成30年第2回定例会は、5月24日から6月27日

までの35日間の会期で開かれました。
今定例会では、市長から27議案、議員から5議案

が提出され、縄文時代早期の重要な遺跡である取
掛西貝塚の保存事業費などを含む平成30年度一般
会計補正予算のほか、特別支援学校に通う児童生
徒の送迎のためのスクールバスを新たに購入し、市
保有バスの運行管理業務委託に切り替える「船橋
市立船橋特別支援学校スクールバス物品供給契約
の締結について」を含む28議案を可決しました。

『住宅街のヒマワリ畑』／撮影者：宮﨑　信道　様／撮影場所：金杉小学校裏のヒマワリ畑

─　目　次　─
議案の概要…………………………………………… 1�2
議案等の議決結果、会派の構成……………………… 3
議案質疑………………………………………………�ɺ�
各委員会の報告………………………………………�ɺ�

閉会中の委員会報告、特別委員会の活動、
永年在職議員表彰、お知らせ………………………�ɺ�
一般質問………………………………………… �0ʙ��
身近な船橋市議会を目指して、お知らせ………… ��

□日　　時　8月16日㈭・17日㈮
 　〈小学生〉
　　　　　　午前10時～午前11時50分
 　〈中学・高校生〉
　　　　　　午後1時30分～午後3時30分
□対　　象　市内在住、在学の方（小学3 ～６年生、中学・高校生）
　　　　　　※小学3・4年生は、保護者同伴
□定　　員　各回先着50人
□申 込 み　議会事務局庶務課
　　　　　　電話：047-436-3012　FAX：047-436-3013
　　　　　　Eメール：gikai-chosa@city.funabashi.lg.jp

FAX ・Eメールで申し込む時は、希望日、氏名、学校名、学年、
連絡先を必ず書いてください

খ ֶ ੜ
த ɾֶߴ ͢·し࠵会Λ։ֶݟੜ�議会ߍ

申込み
受付中!
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市では、市੫例でن定͢る๏人市ຽ੫の੫に

ついて、ॳ予定されていた平成2�年4月1日からの

ফ費੫૿੫等にあΘせて、֘日から੫をҾ͖Լ͛

るાஔを取る͜ͱͱしていました。

改 正 ࿙
Ε と ͳ

ͬ た ܦ
Ң 及 び

内 ༰

վ正時期・内༰

ຊ金等のࢿ

ֹが 1 ԯԁ

の๏人

ຊ金等のࢿ

ֹが 1 ԯԁ

ҎԼの๏人

ैདྷからの੫
12.1ˋ

�.7ˋ

平成 28 年第 2 回定例会

վ正にΑる੫

๏人に対し平成 2� 年 4 月 1 日

からのফ費੫૿੫等の影ڹを

なく͢ためのվ正

8.4ˋ
6.0ˋ

平成 2� 年第 1 回定例会

վ正にΑる੫

ফ費੫૿੫等のԆ期に伴い

「ैདྷからの੫」に͢վ正

12.1ˋ

վਖ਼࿙Ε
ʹ

ΑΓ
 ���ˋ

平成 2� 年 4 月Ҏ߱の

ある͖੫

12.1ˋ
���ˋ

※ վ正࿙れにΑる੫のৄࡉについては、2 ϖーδ「議案

の概要」にࡌܝ

๏ਓࢢຽ
੫ͷ改

正࿙Εを
ੋ正する

議案を৹
議ɹ条例

改正議案
ܧଓ৹

ࠪに

平成2�年第 回̍ྟ時会は、10月27日ٴͼ28日の2日間で開かれました。

今ྟ時会では、市長から「市੫例等の一෦をվ正͢る例」が議案ͱして提出され、ܧଓ৹ࠪͱ͢る͜

ͱに決定しました。

ୈ̍ ճྟ࣌ձ
を։ձ

ͦの後、ফ費੫૿੫等が平成31年10月1日にԆ期さ

れた͜ͱをड͚、平成2�年第1回定例会で、֘੫

のҾ͖Լ͛をԆ期͢るための市੫例のվ正を行う必

要がありましたが、「ࢿຊ金等のֹが1ԯԁҎԼの๏人

の๏人੫ֹׂの算定にద༻͢る੫」について、վ正

࿙れがあͬた͜ͱがΘかりました。

今回のྟ時会では、վ正࿙れがあͬた๏人市ຽ੫

をある͖੫にੋ正し、平成2�年4月1日までͬ

てద༻͢る（ٴద༻͢る）市੫例等のվ正議案に

ついて、৹議を行いました。

ྫձΑΓٞࢢձΤ

༧ఆࢪ࣮

༧ࢉɾܾࢉ
ಛผҕһձͷ

ৗҕһձԽ

׆ಈඅͷ
ྖऩॻͷެ։

ҕһձهͷ
༰ͷ֦ॆࡌܝ

ٞձֶݟձͷ։࠵ ձΨΠυϒοΫͷٞࢢ
શށ

ށձͩΑΓͷશٞࢢ

改 正 ࿙
Ε と ͳ

ͬ た ܦ
Ң 及 び

内 ༰
ຊ金等のࢿ

ֹが 1 ԯԁ

の๏人

平成 28 年第 2 回定例会

๏人に対し平成 2� 年 4 月 1 日

からのফ費੫૿੫等の影ڹを

平成 2� 年第 1 回定例会

վ正にΑる੫

ফ費੫૿੫等のԆ期に伴い

「ैདྷからの੫」に͢վ正

http://www.city.funabashi.lg.jp/assembly/index.html

平成 2� 年 4 月Ҏ߱の

ある͖੫

※ վ正࿙れにΑる੫のৄࡉについては、2 ϖーδ「議案

の概要」にࡌܝ

๏ਓࢢຽ
੫ͷ改

正࿙Εを
ੋ正する

議案を৹
議ɹ条例

改正議案
ܧଓ৹

ࠪに

今ྟ時会では、市長から「市੫例等の一෦をվ正͢る例」が議案ͱして提出され、ܧଓ৹ࠪͱ͢る͜

『早ேのࢄา』／撮影者：宮﨑　信道　様／撮影場所：দがٰ ށ近

์՝ޙϧーϜを̑ ઃඋඅࢪઃ૿ઃするたΊͷࢪ
શࠃͰرগͳऔֻ௩ͷ༻ଌྔඅͳͲͷɺҰൠձิܭ正༧ࢉを含む̍ 議̐案を可決

─　目　次　─
… ଓ৹ࠪ事݅の৹議結果、議案の概要ܧ P.2
議案質疑…………………………………… 3
各委員会の報告、議案の議決結果、
　の議決結果……………………… 4、5
閉会中の委員会報告、特別委員会の活動、
　お知らせ ……………………………… 6、7
会派の๊ෛ……………………………8～11
一般質問、
　次の定例会のお知らせ………… 12～16
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Ε͔ΒॏΛࢢͯͬߜຽͷօ༷ʹͱͬͯຊʹඞཁͳ͜ͱʹऔΓ
ΜͰ͍࣌͘ʹͳΓ· ɻٞ͢ࢢͪͨࢲձɺॅຽࢱʢͤͷ࣮
͕ఏҊ͢ࢢɺ͖ͮجʹࢫͷຊ࣏ͱͯ͠ɺํࣗ؟Λओ্ʣͷײ
Δͯ͢ͷࣄҊͷߴ࠷ҙࢥʢ࠷ऴతͳ݁ʣΛܾఆ͢Δؔػͱͯ͠ɺ
ٞһ��໊͕ৗʹࢢຽ֮ײΛҙࣝͨ͠ਅͳٞΛ͢Δٞؔػࣄͱ
ͯ͠ͷΊΛՌͨͯ͠·͍Γ· ɻ͢
·ͨɺࠓͷਓࣜʹ͓͍ͯɺए͍ੈͷํʑʹٞձͷ׆ಈΛͬ
͍ͯͨͩͨ͘Ίɺʮ;ͳٞ͠ࢢձΨΠυϒοΫʯΛ৽ͨʹ࡞͠
͢ΔͳͲɺ৽ͨͳऔΓΈΛͨͬߦͱ͜ΖͰ ɻ͢
ຊɺօ༷ʹͱΓ·ͯ͠ɺΑΓۙʹ͚͍ͩͨͯ͡ײΔٞࢢձ
Λͯ͠ࢦɺ׆ಈΛͯͬߦ·͍Γ·͢ͷͰɺ͝ཧղͱ͝ྗڠΛ͓ئ
͍ਃ্͛͠· ɻ͢
ຽͷօ༷ʹͱΓ·ͯ͠ɺฏ̏ࢢ ͕݈̌߁Ͱসإʹຬͪͨ̍ Ͱ
͋Γ·͢͜ͱΛ͓فΓ͍ͨ͠·͢ɻ

ฏ��ୈ�ճఆྫձɺฏ����݄��
͔Β��݄��·Ͱͷ��ؒͷձظͰ։͔Ε
·ͨ͠ɻ
͔Β��ٞҊɺٞһ͔ΒࢢఆྫձͰɺࠓ

̐ٞҊ͕ఏग़͞ΕɺࢢӦॅͷՈࢉఆʹ͏
ऩೖਃٛࠂΛɺೝͷํʹରͯ͠໔আͰ
͖Δ͜ͱͱ͢Δͷྫվਖ਼ٞҊͳͲΛؚΉ
��ٞҊΛՄܾ͠·ͨ͠ɻ
·ͨɺୈ�ճྟ࣌ձͰܧଓ৹ࠪͱͳͬͨɺ๏

ਓࢢຽ੫ͷվਖ਼࿙ΕΛੋਖ਼͢Δࢢ੫ྫͷ
վਖ਼ٞҊʹ͍ͭͯɺमਖ਼ҊΛ൱ܾɺݪҊΛՄ
ܾ͠·ͨ͠ɻ
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ण໋ͷԆ৳を標にɺ݈߁݈ ϙΠンτ੍をಋೖするたΊͷඅ༻を含む߁

ฏ̏ ̌Ұൠձܭ༧2ࢉ���ԯ����ສԁを可決

─　目　次　─

議案の概要………………………………… P.2、3

議案等の議決結果…………………………… 4、5

各委員会の報告……………………………… 6、7
閉会中の委員会報告、特別委員会の活動、

お知らせ�…………………………………… P.8、9

市ࣥ行方ͱ議案の質疑……………10～15

༏लな成をऩめたݸ人・ஂମを表彰、

お知らせ、会派の構成………………………… 16

平成30年第1回定例会は、2月1�日から3

月28日までの38日間の会期で開かれました。

今定例会では、平成30年度市ࣥ行方

のઆ໌があͬたほか、市長から54議案、議

員から6議案が提出され、各会計予算案、

平成30年度からのࠃຽ݈߁保ݥの道ݝ

୯ҐԽに伴い、保ݥྉのվ定などを行う

例վ正議案、市立ҩྍηϯλーで新たに

ਆܦ内ՊٴͼٸٹՊをඪᒗ͢る͜ͱに伴う

例վ正議案を含む56議案を可決しました。
ࢠઆ໌ձͷ༷࡞ૢ

ಋೖͨ͠

タブレット端末を導入

タブレット端末を導入
　市議会では、会議のਝ・ޮԽのଅਐ、文書保存・

管理のޮԽのため、議員ͱ会議に出੮͢るࣥ行ؔػの

職員にλϒϨοτをඋし、会議γスςϜͱ議会通

信γスςϜをಋ入しました。

平成30年2月から

「平成2�年度船橋市議会༏ྑஂମ等表彰ࣜ」のඃ表彰者のօさま お名前ஂମ名などは、࠷ऴ໘（16ϖーδ）にࡌܝしていま͢
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